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Ⅰ 沿 革 及 び 概 詮

沿 革

遺伝に関するメンデルの法則の再蟹見後,世界に率先して遺伝学研究の学食

をもった我国は,数多の優秀T3業按をあげてきたが,遺伝学の研究棟閲をもた

なかったのみならや,綜合大学における遺伝学の講座の如きもわずかに東大理

学部ビ京大農学部に各一つずつの設置を見るのみであった｡その間,米 ･英 ･

鶴等の各国には,それぞれ斯学に喝する優秀なる研究機関の設立を見ている｡

昭和16年8月12日第75回帝国議針 こおいて,国民倭生法案が上枝され,時の

国玲大臣吉FFl茂氏がこれの説明に嘗ったd代議士村稔久義氏は今日の学問が遺

伝病を明確にしうるや否やを質問し,菅田国務大臣は学問的に安心して,それ

に立脚して政策を講 じうるものと答えた｡また代議士北浦圭太郎氏が該法案の

施行に卑きだって,嘗時の北大教授小熊掃博士の提唱するが如き国立遺伝学研

究所の設立を見るべきが樺宜に適するものではないかど質し†このに封し,青EEl

回路大臣はそれについては十分に考慮して見たいど述べた｡

昭和16年8月京城において開催されT:日本遺伝学倉第18回大骨において,学

食は国立遺伝学研究所設立の緊要左ることを決議 し,関係各方面に折衝を開始I

した｡ついで日本学術振興昏内に第4特別委員倉を構成し,学食ビ協力して遺

伝学の進展をはかるど共に国立遺伝学研究所の設立を目棟とLI:のであった｡

昭和20年終戦ビ共に,いち早く,文化国家ビして立つべき我国においては,逮

伝学研究所の必要を痛感し,遺伝学倉の役員合と第4特別委見合亡は戦後の交

通ビ食糧事情どの最悪の中に幾度も曾合し,かつそれぞれの責任分揖者は全国

に克って研究所候補地選樺のために奔走した｡選韓の保件は下記の通bである｡

1.滴嘗なる建物ビ土地との併存するこ亡｡

2.淵唆なる地帯であること｡

8･京漢文は京阪神に近嘩するか叉はその中間であること｡

昔時e)事情は建築物を新替するこ亡は到底不可能であり,かつ新しく施行さ

れた農地法のT:め耕地を求めることが非常に困難であっI:｡又遺伝学の研究の

†こめには動植物の飼育栽培の師係上温暖であることは必窮傭件であら,京演叉

は京阪蹄に近いことは各種の連結上叉重要な保件である｡T3:お外に温泉熱の利
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点しえられるこ亡,附近に高冷地の存在するこど等も考慮に入れられT:｡

それらの傭件を最 もよく沸すものとして,昭和21年末に三島市東郊の背中鳥

取茎駿共作所跡が第1候補地に選拝されて,時の遺伝学曾曾長泉大教授増井浄

拝土ビ第4特別委見合委員長京大教授木原均博士亡を中心として,該鞄を候補

地としての設置蓬動が関係官廉どの間に交渉に入ったのであっT:｡

その間,最意の場合を想定して財画法人遺伝学研究所の設立(昭和22年6月)

を見た,内閣の更迭,話合の解散,農地問題,及びG.E.Q.どの交渉など,鹿

多Q_)困難,曲折,折衝の後,片山内閣の昭和28年7月第2国骨において,初年

度の予算が通過し†=のであったが,立法上+0尉係より開設に到 らず,昭和24年

′ 6fJ青田内閣の第5国合において,設置法案が可決され,こゝに待望の国立遺

伝学研究所の開設を見るに到ったのである｡

昭和24年6月81日に法律第146竣文部省設置法が公布され,同法に基づき同

年6月1日から華研究所は設置された｡以下その後の滑革を述べる｡

昭和24年5月31日 法律第146披7'R:部省設置法が公布せられ†こ｡

同 年6月1日 法律第146競文部省設置法第13保に基づき設置せられI:｡

同 年同月同日 事務所を文部省内に置き文部省大学学術局長倒木亨弘が

所長事務取扱に任命せられた｡

同 ･ 年同月同日 法律第146祝文部省設置法第14僕及び政令第274改文部省

所轄機関評議員合食に基づき評議員倉が設置せられた｡

同 年8月6日 文部省令第30娩文部省所轄健闘組織規程に基づき4部が

設置せられた｡ (庶務部 ･研究第1部 ･研究第2部 ･研

究第3部)

同 年8月10日 小熊拝(北海道大学名啓数段)が専任所長に任命せられた｡

同 年9月14日 文部省において静岡嚇三島市所在の富士産業株式食紅所

有地28,526坪を研究所敷地として買収した｡

同 年10月1日 同敷地内所在の富士産業株式食酢所有建物 1,347.66坪 を

研究所の研究室,賛助室,尋鞍宝等にあてるため借上契

約をした｡

同 年12月11日 文部省内に置いた事務所を静岡麻三島市谷田1,111番地

に移 した｡
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枚 枕

木研究所は日本国法律第146祝に記述されてある通 り,遺伝に関する綜合研

究機関であって,基礎理論の確立によって藤用的語間宙の解決に正しい接点を

輿え,あわせて各方面における遺伝学研究の指導連縮及び促進をはかるのが主

要なる目的である｡

規在遺伝学は人類の生活に直接に結びついた生物科学であって,最近の60年

間に繁くべき速度をもって凌達し,今日もTfお複雑多彩の進展を授けている｡

したがって単なる現象の記述に重きを置いた過去0)面影は全くなく,研究の方

向は遺伝子の本質を突き,生命の茸体に憐れようだしている｡

このような遺伝学進展の過程において,我々は科学の他の分野の協力にまつ

ところが非常に多いことを知つT:｡すなわち現代の遺伝学は草に従額のような

生物学的方法によってのみ進めて行くわけにはいかないのである｡全ての科学

を常に座右に備えて,その力をたえや借 りなければならない｡こ にゝ我 の々念

願する綜合研究に大きな意義のあることを認めなければTSらない｡

現在我々の研究所はその構成として次のt3部門をもっている｡

研究第1部 形質遺伝学

研究第2部 細胞遺伝学

研究第3部 生理式量伝学

しかしながら以上はた 予ゞ算の範囲内における暫定的の構成であって,滑水

の構想ビしては更に人類遺伝 ･突然葬具 ･数理遺伝 ･生化学遺伝 ･慮用遺伝及

び進化遺伝等の部門を設立し1=い考えである｡

これらの部門は勿論各部門ござに特殊の研究を行 うものであるが,時に廠じ

その全部門ます二は数部門が直ちに同一の封象に向って協同研究を行う態勢にあ

る必要がある｡研究の封象には人間 ･動物 ･植物はもとより細菌のようTs微生

物も含まれている｡また更にヴアイラスの研究も進めていかねばならない｡

本研究所は以上のござき封象物から複雑錬妙なる遺伝現象に,確固たる学的

理論を導き出すことを第-の日的ビしている｡次いでこれ らの純学理的研究の

結果を土台として優生問題,人口問題及び食糧問題を解決していこうどしてい

る｡おそらくこれらの問題は,やがて確固たる基礎の上にたって解決され,迅
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逮,強力かつ適切に人類の締蝕に寄輿するこ亡ができるだ信じでさしつかえあ

るまい｡

他の科学でも同便であるが,特に多面的研究を要する遺伝学では,日本の国

内はもどより,諸外国亡の間においでも常に研究上の連結が高度に要求されて

いる｡その連絡の円滑性について本研究所は特に関心を梯っている｡また研究

上の指導促進についても決してこれをゆるがせにLTSいよう計画してtL,る｡



Ⅰ 研 究 室 一 覚

■L'..一.■

補 助 員

鬼 丸 嘗 芙 治

長 滞 和 子

藤 井 太 朗

吉 村 清 江

薄 秀 男 木 村 勇 治

皇 位 か ず

竹 下 澄 子

後 藤 敬 子

Grt

乗任所B 篠速善人 (研究第1部田中研究量) 木原 均 (研究第2部小熊研究堂)
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1 研 究 課 題

f猪 首主任 憎常吉及蛋
(A)昭和24年度より研究しているもの
性染色体の起源に朗する研究

有用生物の蒐集とその保存

日本人の遺伝に関する研究

植物の核型分析に依る進化

人馬突然襲異の研究

.昆虫類 ･陸産貝類を材料ビする遺伝 ･進化の研究

蓋における遺伝学的研究

(B)昭和25年度よIJ研究を開始したもの

豪難における佳良品種の育成

柑橘育種における康良品種の育成

生物の系統だ染色体どの関係

菌類の細胞遺伝学的研究

人類における小頭崎形の遺伝学的並びに精耐病 理
学的研究

高等植物における性分化の起漁

植物器官における左右性決定の遺伝学的研究

数理遺伝学の研究

昆虫の変態機構の研究

小変近線種としてのカモジグサの研究

生物襲異の光力学的誘発

表現型模竃の発生学的研究

果菜類の遺伝学的研究

｢ゲンゲ｣の遺伝学的研究

家茸における環境と崎型発現どの研究

家霊の死卵及び不受精現象に陶する研究

茸及びタバコのバイラスの研究

三コチン含有量に関する遺伝育種学的研究

葉タバコの牧長及び晶質の試験分析法調査

タJl'コの倍数体育生に関する研究

Ⅹ線虎理によるタバコの突然変異種の育成

タバコの細胞遺伝学的研究

グルチノーザ系モザイク病抵抗性形質の遺伝に関
する研究

小 熊 拝

竹 中 要

駒 井 卓

篠遠 盲人

木 原 均

駒 井 ●卓

田 中 義 麿

同

古 里_和夫

小 熊 梓

篠遺 書 人

駒 井 卓

竹 中 垂

木 村 費 生

同

加地 早苗

稔 相 済 二

大 垣 昌弘

同

酒井 寛 一

同

辻 田 光 雄

同

松 村 清二

鬼丸善乗手脊

官 輝 明

竹 中 婁

伊藤 太郎

名大教授
岸本託一

曲 秀 男

遠 藤 徹

後 藤 寛治

同

坂 口 文書

同

田 中 義 麿

酒井 寛 一

古 里 和 夫

稔 村 清 二

竹 中 要

i酒 井 寛 ~

後藤 寛治

藤井 太朗

後藤 寛治
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Ⅶ 研 究 薫 積

田 中 研 究 室

田 中 義 麿

蚕 の 不 安 定 遭 借 手 に 関 す る 研 究

(Ⅰ) 星 紋 の 遭 侍

普通斑紋に海中ては第2環節に限紋,第5環節 (駒腹部通算)に年月紋,～鹿

毛環節に星紋を有する｡他の一つ叉は多数の環節に星紋を有するものをー多星紋

ビい う.多星紋は普鹿斑紋等に対 し劣性で, その遺伝子記号を'm+ どする･.普

者は40年前初めて飼育した中国軽二化性紹興の1峨笹に出畿 し,50代以上に宜

i)淘汰並びに交雑の嘗験を行い,多数の星紋型を育成LI:.即ち8-10型 (第

･8,9,10の3環節に星紋を有するもの),無塵紋型(0型どもいう,第8節に星紋

を欠き眼紋,年月紋は明かに停するもの),6-10型,4-10型 (第5節に年月

二紋を有する外,第4節より第10節までの各頚節に星紋を有するもの),6- 9型

等 であるo育成は専ら淘汰によったもので,その育成の経路を見る亡,単なる

系統分離叉は突然襲異では説明ができない｡系統分離でなtL,ことは多くの世代

の淘汰によって徐々に目棟に近づいたことで解るし,また襲異が遺伝するとい

う点からこれを突然牽異ビ呼ぶならば,この場合突然襲異が非常に頻繁に起る

ものだしなければならす,たま易撃閃子の如 くある限られた二つの型の間を桂

一復するような襲異でTSく,人馬淘汰によって一定の方向へ累積的に進行せ しめ

うるものである.しかもある程度に達すれば毎代目的の表現型が大多数を占め

るにかかわらず,決してそれに固定されるこどなく,必ず若干の異型を出す｡

安定の程度は環節に-よって異なり,第8節のものが最も安定で,第9,10節これ

Jこ次ぎ,第6,7節は最も変化し易い｡かく環節毎に星紋の蔑視/lf,支配する襲更

増子があるものど考えられるが,これは全然弼立に作用するものではなく,め

る程度互に関連性を有する｡例えば第4節の星紋は6-10型ビ結びついて4-

10型を構成すれば安定であるが,畢猫には存在 し得ない.交雑茸験の結果各建

一紋の遺伝子型は普通慧+p+q+物古,婚慧2･+g+'ne,黒柄蓋♪S+g+批S,カス1)

+''q+約8,シtlガス1)Pq+仇8,多星紋 +p十gmSなるこ亡を知った｡故に農縞

多星紋は♪S+qms,カスt)多星紋は +Pqms,シtlガスg多星紋は♪qm･Sである｡
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(Ⅰ) 楕 円 斑 紋 の 遭 侍

鴇円舞は丑の幼虫第3.5.8節(陶腹部洩算)及び他の頚節の背面に蟹現する黄

鴇色乃至暗褐色大形の襲[紋で,非楕円に封し擾性ビして遺伝する｡祐円を支配

する遺伝子をLを以て表すが,これは救荒ビ連関し,第Ⅳ染色体の0塵に位皆

する｡Lの存在する限り,第8節には必ず禍円斑を有し,また串 2節にも眼紋

だ婁なって存在するが,禍円型を表示するには便宜上第2.8両節を略し,第4

節以下の環齢でL斑を有するものの番号を以てする｡但し盈紋の場合だ異なり

第6､節も他の環b'T.Jは同様でしかも最も大形のL班を存するので,これを祐円型

の記号の中に入れ,668又は58等ビ記す｡

本研究の材料のうち4=～10型の育成に用いたのは新支部10%,その他の育成

に用いたのは茶薮蚊ビ柄し何れも中国種で,33年以上も前より著者の手許に飼

育しT:もの,何れも40代以上を経過している｡これら2系統より4-10,4-8,

668,58,4-9等の各型を淘汰により育成LI:｡各型中4-10型は最 も安定で

あるが,それでも若干の異型を出すことが多く,殊に他品種ビ交雑 LI=場合は .

F7に至ってもなお10-20%の異型を生する.他の型は不安定の慶が一骨甚しく

政十代に亘る淘汰にもかかわらす,毎代】0-80%内外の異型をだす｡ま1:568

ビ58の両型は同型交配においてたいてい的吉の非褐円を生する.換言すれば

Lに閲し-チ.,の個体だけが第7節のL斑を欠くO併し-チ.)のLが必ずテ(7

欠)となるかというだそうではない｡各型聞及び他の斑紋との交雑により,各

環節のL斑の発現を支配する襲史因子が一部は互に相関蓮して,また一部は各

個燭立に行動することが明かになつ!:｡例えは4=～10を4-8叉は非禍円斑紋

ビ交雑するだFlは大部分41-8ビT3るOこれは第9,1061.JLのLが劣性のためであ

ろうo また第46'El'のL斑もその欠に封し劣性であり,568は68に封し優性で

あるo以上により褐円斑 もまた多星紋ビ同じく不安定の襲吏因子によb改紋の

畿現を支配されることが解るO

(I) 藩 の 遺 倖

癖は龍角種の特徴で,幼虫(LJ第2,3,5,8の諸環節亜背線に顛著Tsる癖状突抱

を有し,中にも第5節のものが最も大きい,有癖は正常 (無痛)に勤し倭性で

その遺伝f･記号をKとする,癖の蟹規部位が眼紋,年月紋,基紋の･fq.定亡,全 く
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-敦するこ亡は,斑紋どの間に何等かの陶係を有するこEを暗示するものであ

るが,著者の賛助結果はこれを確許したo即ち-チ.)の黒縞では癖は完全に費

建するにかかわらず,ホモの黒縞では殆ど隆起がTsく僅かに小白点としてKo

痕跡を存するのみどなる｡これは色素の豊富なる沈積が癖の菅生を妨げるため

であろう｡しかるに祐円斑や多星紋にK造伝子が入る亡,反落に班紋のある現

節の全部に癖を生じ,襲E紋が片側にあればその側にだけ癖が現れる｡

著者の有癖系は茶斑紋よりきたものど,姫宜支部龍角よりきたものどの二つ

であり,何れも40年以上著者の管理に庵している0両系ども最初癖は前にあげ

た4=環齢だけに限られていたが,長期間に互る淘汰により,第6,7節にエキス

トラ癖を有し第9,10節にこれを欠くもの (5-8型),第6,7,9節エキストラ癖を

有するもの(5-9),5- 10,4-10等の諸型を育成した｡これらの癖型は何

れも榛準型が大多数を占めることは占めるが,毎代若干の異型を生するこど星

紋や褐円斑だ同様で,しかも癖型に於ては+-の両方向への淘汰の有効なるこ

とが琵明された.すなわち第4軌 こ癖を有するものを選抜するこビ10代忙しで

目操の癖を有するものが著しく槍加LT:後,方針を襲じて岡頚節無痛のものを

選抜したところ,僅か8代で第4節に癖を有するものは殆どなくなったOまた

第10節に癖のあるものは,時々1飼乃至教頭費現し丁二が,これを賀按の日操ビ

LTS小間は10飴代に亘り少しもその割合を増加しなかった｡しかるに一旦第10

節有癖を選放し始めたところ,代を迫って漸次その率を増加し,敷代後には目
∫
操の型が異型よbも多くTSつT:のである0

枚 村 研 究 室

添 村 清 二

(Ⅰ) 一粒コムギの放射線遺侍牢的研究

一粒コムギ (Tnlticummonococcum)の休眠種子に90EVP,81nA,互離16cm

のⅩ線を2,700-13,5000rあて1, その成熟分裂を戟察し染色体異常 (主とし

て持座)の帝生率をみた｡その頻度は照射量とどもに埠すが,その関係は直線

的でない.まT:照射量を8,100r一定にし電髄 (波長)ビ時間をかえで異常率を

みT=ところ,短汲長になるにしたがって高率を示し1:｡これらについで比予報

した (玖村1946:遺伝学雑誌21巻)｡ その後これを確め1:那, このようにⅩ線

の質によって差のあるの枚イオン化の頻度が同じであっても染色体切断の頻度
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が異なるのであろう｡Ⅹ線の硬軟に3:り電子の飛程に長短があるか ら,イオy

化の密度が異なる.これと平行して軟線では切断が密集し同一染色体に多数お

こら,癒合が伴っても持塵は少なtL,｡これに反し硬練では切断が分散して異な

つr:染色体に多く,縛座もお こわやすいのではなかろうか｡この場合切断ビ癒

合どの間に時間の影響があるので,照射量のみならず牌射時間を一定にし,鷲

姫ビ宜鞭をかえ†二が,同結果をえT:｡上記の候課は正しいど思 われ る (稔村

1949:遺伝学雑誌24巻,予報). さらに硬いⅩ繰虎理 (180ln'P)については

研究中である｡

Ⅹ線よりも軌 ･γ線や速い中性 f･を使った場合にも同様の染色体異常をおこ

すo中性子はベ1)1)ユームか らの放射でγ線も多くでるので,その量ビ等 しい1:'

けのラヂウムよbのγ線塵理を行って比較しI:.中性子ではγ線だけのものの3

倍 ぐらいの染色体異常率を示した像 付1950:｢コムギの細胞遺伝ビ育種｣参照)0

超短波処理には勲作用を除去するためインパルス波を軌 ､丁こ.また放射線で

性ないが超音波処理 (浸水種子)を行ったOこれらの魔理によって枚,Ⅹ線な

どのような明かな染色体異常はみられなかったが,その子孫には淡樵,白子な

どの葉梯素欠乏や像性TSどの異常が蓉見されたOこれ らの分析は槙行中である｡

刺磯波によb誘費される突然襲異には差異があるらしいo

オオムギの賛助 t'-ル大葬2-3品瞳の休眠種子に30-100ⅠこVP,8,100-

16,200rのⅩ線照射を行って多数の突然壁異体をえナこ｡芽生では白千,黄色苗,

淡椋,萎縮芽,癒合苗など,成熟個体では不稔穂,密穂,矯性,細葉,早生及

び晩生などで,＼多くはメンデル性劣性形質であっT:｡早生や短梓 (寒椿)など

は育種学的に利用されうるものである｡

(Ⅰ) コムギ五倍難硬の子矧 こおける零染色体植物

T･polonicum(AABB)だ T･Spelta(AABBDI))との間の五倍雑種の子孫に

は20Jlの固定蜂性零染色体植物が出現する｡この硬性はI)ゲノムの染色体 (a,b,

C･d,C'f,gで表わす)の1封を欠 くもので,その欠除した染色体により,a一鎮性,

b一壊性･･･-とよぷ025系統の延性を分析したところ,6はgr燥性,5はfづ委性,

6はe一度性 (及びそれに嘩するもの),8はd一浄性,2はC一度性,1はb優 性,

2はか優 性で,それぞれ失つT=染色体により形態や稔性に特徴があったOこれ

ら壊性を日額するだ,どきどき11ⅠⅠ+191Ⅰの宜態型がえられ,2n-42(lIV+19II)
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におちつ くoこれ らをそれぞ町か宜態,t卜宜態･-･･どよぶob｣委性は亡くに宜

態の出現する頻度が高い (稔村 1947:染色体 3- 4%,19orO:｢コムギの細胞遺

伝ビ育種｣)0

各室態 ×T･♪olonicumは T･SpeltaxT･polonicumの14ⅠⅠ+71亡は異なり,

111.+131.+6.が多い.また T･Speliax各宜態では1111+19.I+ll,的 1+2.那

多(, b-JP卜宜態の Flでは2]11やJrv+1911もしばしばみられた｡したがって

各室態はA13ゲノムの1染色体を増した もので･同時にbやfがその増加染色

体にそれぞれ部分相同性が強いとどを示す｡

同一互態型内の雑種 (例えば<qu十巨駄･%×恥互駄 b)で紘2111が多く,ユlV+1911

(1111+1911+ll),BOIL+21もみられT=oまT=異なつに巨態型間の雑種 (例えば

a一室態×b-宜態)では2011+21,1日l+1911+11が多く,ごくまれにirvがみられ

たoこれ らの結果か ら各 ･小吉態ではα,各 b一定態ではβ,というように,同_

宜態型では同じく,また異なつfこ宜態型では別の染色体がまし,それらはそれ

ぞれ失われた染色体に相同性の高いABゲノムの染色体であるど想像 され る

I(木原･砦桑193時 Jtfi)o要するに各宜態塾はDゲノムの1染色体をAI3ゲノムの

ものに入れかえT=もので･その機構や育種学的意義については検討中である｡

最近 SJ･=AR嫡 士はChinescSp.･hg(T･vulgare) の年数体より,21どお りの

零染色体植物を育成 LTこo その2-3のものだ上記 か～g一球性や宜配 の交雑

を行tL､ その発つT=染色体の異同を決定したoこの方面の分析は揖行中である｡

(価) コムギ近縁種としてのカモジグサのゲノム分捕

カモジグサ屠 (Agropyrum)には Euagropyrum･Elylrigia･Roegneriaの8節

あ う,それぞれの節内雑種は作 卜やすいが,節聞雅称は作 りにくい0日本に多

いRoegnwiaは他の2節と異なつT=ゲ ノムを有し,コムギビ交雑 が で きな い

(稔村1948'･小熊記念号上)oElylrigia節のA･glaucum(2n-42)及びA.eton_

gaモum (2n-70)はコムギビ交雑ができるが, 一粒系どの雑種はえられていな

いoA･glaucumどTriticumiurgidum(AABB),T･Ti17坤heevi(AA(i(i)及び

T･Spelia(AABBI)I))との雑種を育成してその漁色体接合を研究しT:(給付

1949:遺伝学論文集丑)OさらにA･glaucumxT･♪olunicum(AABB)の研究を

行ったoコムギビカモジグサどの屠間交雑やカモジグ最 の観閲交雛 多数行
ったo以上の結果から夷のゲノム式が決定された｡
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E喝 r(ゆyYum A･cn'sEatfLm HE

Elyt由ia

Roegnen.a

A.glaucm BBFJFJFF
A.obtusiuscutum か

A.elongatum BBFJFIF･FJFFFF

lA;

ciliare IIXX

semicostatum IIXXLL

Mayebaranum IT????

A.glaucumがBゲノムを有するこ亡は,コムギのBがAgropyrumから由乗

LT:こ亡を暗示するもので多大の興味がめるoA･glaucu叫 こコムギの1ゲノム

のあるこEは上記の T･turgidumや T･Speltaの雑観の研究から明かにTsったが,

それがAかBかの決定はむずか しいoT･mon｡Coccum(AA)どの交雑が不能な

た臥 T.Tim'pheeviとの雑種を用いてこれを解決しT=｡ T･turgidumEのFl

で娃 (6～10)11があり,711に腐敗がある｡これに反しT･TimoL'heeviEの Flは

(2-10)11で511が頂故であるO もLA･glaucumがAゲノムをもつな らば T/Ti-

moL'heevi亡のFlでも711に頂薮がなければなら加 ､0511に頂敦のあるのはBど

Gとの部分相同性によるものであろう｡

(甘〉 コムギについてのその他の研究

三倍雑種 一粒系どこ粒系及びチモフエービ系亡の間の三倍雑株 のすべての

組合せを作 り, そD染色体接合ビ稔性を研究 した. T･Tim'3'heeviどの雑種は

交雑結果が悪く,染色体接合が他の三倍雑種亡は異なったo T･Timopheeviの

A.ゲノムは二粒系のAより一粒系のAに相同性強く,Gゲノム紘Bビ扶異な

bやや一粒系のAに悲いO二粒系の中でもT･dicoccoidesビKhapli(T･dicoccum

の襲種)は異なり,これらの三倍雑種は芽生で枯死するか,きわめて倭性で不

稔である｡他の三倍雑株は生育旺盛であるが,不稔性でまれに子孫を薙すoF2

の典色体故は28に強いかそれ以上で,子孫では多く!仙 こ落つくo

長議連借手Pの作用 T･polonic- に特有な長済遺伝子Pは多面的費現作用

ぁり,管長,穎毛,芽生の紅色及び巴の黒色に封し,ホモの状態で抑制的に働

らく.おそらく頴色,辞節毛,分薬数,穂幣鹿にも作用するo ますニPは紅色芽
生遺伝子RcE連鎖し20.3% の組換債を有するが,他の上記諸形質亡は弼立で

ある. 背日性には W遺伝子とその抑制遺伝子Zwビあり, どもにPと扶確立

である｡
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二粒系相互の雑種では頴の毛や色に封し異常な分#が知られていろOまT:罪

長なtには捗襲現象 (Sh的)があるo これら+:封 L DARLINOTON (1928)及び

W ATKINS(1940)は償政体にある同質接合によって説明した｡ これらはP遺伝

子の特種の作用だ同義的に働 らく襲更遺伝子によb解群できるもので,S一連鎖

群 くだ ･スペルT.形質などを含む)を利用した分析により, W ATEINSE扶逆の

鈷果をえT:0

(Ⅴ)甜菜の人烹三倍体による育種

甜菜の細胞遺伝学によ右育種は1941年より木原生物学研究所の仕事ビして初

めたもので,望巧明 (京大貞 ･遺伝)その他ビ共同研究を行っている｡最近に

は北大農 ･育種学研究堂,北海道農業試験場特作秤及び日本甜菜製糖食紅技術

課の協力をえているO

甜菜の同質四倍体(4x)は多牧で合糖量や純粋率が高く耐病性で僕秀であるが,

晩生どなり北海道では気象保件の悪い亡きなどにはその特性を費樺 しないうち

に牧獲しなければならか ､(枚村･望月･鈴鹿1960:木原生研時報4号)o こ

の欠点を償うために人馬的に作った三倍体(8x)を育成しただころ,大襲艮結鵜

をえT:｡実用的の8x採種を考慮し4xビ2xEを同敬や･つ瞳ござに交互に定植し,

4xより抹軽した ものを3x-A,2xより採種したものを3x-BEして北海道試験場

囲場で比較栽培LI:oSx-Aは三倍体同株艮綾瀬なえたが,Sx-Bは2xよりやや

良い程度であった.これは8x-Bに2xが多数含んでいることを示す0 1949年

に数ヶ所の農家に本育162号の3x比較栽培を委託したが､SxIAは2xに此し16

-36%の増収を示し,8x-Bはわずかに良好であっT:｡ 兵家の実際栽培でわれ

われの圃場試験の結果を確めナこわけであるo染色休決定によれば8x-Aでは90

%がSxであるが,3x-Bでは80%にすぎない(望月･橡村1949:遺伝学雑誌24･

各 1950:木原生研時報4号)0

1960年の結果によれば,このSxの割合は4=xビBxとを8:1の比に鬼植しても同

様である.母本を置別せずに探粧した場合に,4xとBxの交互植 (1:1)ではSH

が60%であるが,3:1のときは76%に高められる｡ さらに2xを減じて8:1°の

此に定植したものの染色体数決定は研究中である｡2x母本よりの8xIBに2xが

多いことから,4xと2xの開花期ビ花粉の費芽伸長どの調査を行った.開花最

盛期はどもに2週間であるが2xが1週間早い｡ 1日の開花時間は同じであるO

-
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花粉の電芽は2xがよく,2x及び 4x柾頭上でも2x花粉の伸長が早い｡よT:1f1

60年には雑稜強勢を考慮して本音48号の4xビ192号2xどの闇の･3xについで北

海道各地十数ヶ所で比較栽培を行つT:ところ,普及品種192号に比 し約1割の

増収を示しT:｡ しかし8xは頚芽不良で欠株が多く,単一種子にわけて圧及び

勝乳の完重なものの割合を調べたところ, Bxは2xの約 70% であっT:O 今後

は3xの組合せだ新種法によりこの欠点を慣わねばならない｡

遠 藤 徹

(Ⅵ) ライ ･コムギ 雑種 の研究

コムギ (Triticum)とライムギ (ASTecale)のゲノムはもどもとその組先を同じ

くするものと推定されてお り,またその雑稜の細胞学的観察より雨ゲノムは部

分相同であるこ亡がしられている｡一方ライ･コムギ雑種は茸用的見地j:b古

くから多数育成されてきたが,なかでも RIMPAUによb1889年に育成されI:ち

のが最古のものと思われる｡この系統はすでに今日までに60余年を経過してい

るo この雑種の細胞学的戟寮はいくつかの報昔があり,筆者も1949年には同様

な結果をえたoすTsわち成熟分裂の異常,例えば不封合染色体や異常形態の染

色体が親祭されるoしたがってこの60年余 りの世代の間に爾ゲノムの間には,

多数の頻度におtL,て部分交換が存在したであろうし,まTこライのゲノムはコム

ギのプラズマにより,かなりの汚染を受けたものと思われる.

これらの現象がどの程度のものであるかをしるた馴 こ,1960年春 RLhlPAU種

並びにはどんどそれど同時にソ連において育成され丁こ系統にライムギ (S.cere-

ale)を交配して,かなりの種子をえたoLかしその大部分は不費芽で数個体の

芽生し.かえられなかつT=o 今後これを用いてFlJ固体のみならず,これにライ

ムギの連鎖交配を行ったものの子孫の細胞学的観察を行う預定であるa

古 里 研 究 室

古 里 和 夫

(Ⅰ) 村境の遺偉育種に関する研究

,(A) 村境の細胞遺博学的研究

柑橘における各種類闇の類縁関係研究のT=め各種,品秤及びそe)雑種の減数

分裂における染色体の行動,染色体数の増減及び核型分析を行いつゝある.

(B) 村境の多歴種子形成とその手孫に関する研究

-
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温州蜜柑における多艦種子蔑生に関する細胞学的研究はすでに大津拭(1912)

によってなされたが,更に他の鍾顎につき費生学的,細胞学的研究を行い多肱

形成に関する原因を追究 している｡更に進んで人為的に多肱形成を畢歴に奨化

させ,柑橘雑種育成上の陸路である有性肱死滅を減少したいど考えている｡

多歴種子の無性艦より費育した個体は親植物に比し張勢 どなるどの報告は多

いが,遺伝的には全く同じであるべき爾植物問に差異を生するものどすれば,

無性歴の生ずる際における花粉の影響 も考慮に入れなければな らないのであろ

う｡このような点について追究するため温州蜜柑に各種の種類を賓配し,その

無性朕箕生より生じた個体ビ親植物亡の比較並びに花粉親を異にした無性肱相

互間の此奴を行いつ 1あるo

(C) 多雁種子の育成方法について

多腔種子より生する全部の腔の完全なる育苗は非常に困難であり,特に交雑

によって生じTこ有性歴が死滅し易いのは育種上不利である｡

この育苗 t:関する研究は一,二なされているが未だ完全亡はいえないので,

新 しい肱子培養法について研究中である｡

くD) 無性暦よt)白子の発生する機構について

雑感子孫に見る葉緑素欠除による白子は樫 (ダイダイ)においては仝芽生中

約10%の多数にのぼることがあり,種子により白子ビ普通腔の共に存するもの

或いは全部の歴が日干の場合等種々ある.このようT三日子についてその憩生横

棒を究明するナこめに腫頚生における核分裂ビその他の物質の移行亡につtLlで耽

寮を行っている｡

(Ⅰ) 倍散植物の育成とその利用に関する研究

(A) 倍散植物の育成とその植物の特性についてのy_秦

種々の種及び品種の倍数体を育成し,その植物の特性の調査,更に生育環境

を襲えた場合の特性の襲化等につtL,て観察しているo四倍体の稔性低下は多く

の植物における共通の現象であるが,その理由を究めるため生育環境の襲化に

よる稔性の高低について稜々の西瓜 大敵,胡麻を材料ビして箕験を行ってい

る｡西瓜においては接木により枯木の種類と稔性Eの関係につき,他のものは

主だして施肥催件による比較である｡

(早)倍数性西瓜の特性に関する研究
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四億位西瓜の雌花に四倍体ビ二倍体どの混合花粉を授粉した場合の-f･孫に,

三倍体及び四倍体の出現する割合を調査した結果,丙種花粉¢競走投精の丁こめ

二倍体花粉の授精による三倍性種子は全体の約90%,四倍性花粉による四倍性

種子は約10%であった｡この結果より二倍体及び四倍体花粉の柾朗上における

花粉管伸長の相違が考えられる.これ等の点につき更に実験を進めている｡

(b) 倍散性西瓜の接木に朗する研究

果樹栽培上においては枯木の種類によ5枚丑,果実の晶質等に影響のあるこ

とが明らかにされているが,倍数体を砧木ビして使用した場合は如何になるか

を見るため,西瓜を用いて草陰を行ったO西瓜の三倍体及び四倍体を枯木に使

用し二倍体を穂とした場合における地上部への影響は,三倍体を枯木として埠

牧の傾向を有する場合があるが,四倍体にはその効果は認められなかった.し

かし延性枯木ビして研究の余地がある｡

三倍体,凹借体西瓜の光茸の埠牧を目的として砧木にカンピヨウを用いたも

のでは何れも増収し,特に四倍体ではその効果が著しい.この結果から三倍体

種子採種の場合は,カ'/ピヨウを枯木に四倍体西瓜を接穂に用うべきである｡

(B) 倍散植物の利用に関する研究

新 しく育成した倍数植物について増収品種の育成,品質の改良,耐病性の槍

加等を行わんとするものであるO

(a)新品種の育成

種子なし酉帆の新品種育成のTこ臥 各品種の四倍体を育成し,二倍体各品観

との交雑を行い種々の三倍体品軽を育成中で,昭和25年(1960)には新らしく嘉

賛西瓜の四倍体及び三嶋体を追加しT:.目下新しく入手しえた内外品種につい

ても償敬体育成に着手している｡

(b)三倍性果樹品種の育成

果樹において無種子果箕をうるために各種果樹の倍数体を育成中である｡よ

1=枯木だしての三倍体の憤値について検討するため,枯木用品種の三倍体育成

に着手している｡

(C)飼料用,緑肥用作物及び歳薬類の也借体育成とその利朋

飼料及び緑肥用作物の増収品種育成のためルービン,ウマゴヤシ,その他の葺

科植物並びに飼料用大根等を材料ビし四倍体をつくつ~丁こo叉成業ではタマネギ,
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エンジン,ゴボウ,-チマ,カンピヨウ等で四倍体をつ くったOその利用債値

については今後検討す る.

宮 津 明

(Ⅱ) Phaseolttsmluliiflorusにおける不稔現象について

Phaseolusmuliiflwus(-ナササゲ)における不稔について研究を行った｡

不稔･現象が起るには隆々の原因があるが,この-ナササゲの場合には,冷涼地

においてよく結賢し,温暖地において不稔になることから,温度による生殖器

官の不完全聾青に原因することが一番大きいと考えられる｡

発車ある一定の大きさの背から開花迄の日数を調べた結果,8月末から9月

中頃迄は第-成熟分裂の中期頃の雷は天魔14日間で開花することが分った｡:欠

に花粉の大きさを9月2日から10月11日迄 1週間おきに測定を行った｡

花粉の大きさは全期間を通じ最小35〃貴大 70〃であった｡最初の 9月2日

の測定の時は,内容物のない花粉が検鋳金花粉敬の約20%であL),叉大きさも最

小 40〃から最大 70〃迄に亘っているO次に9月3日,10日,18日の測定を見

ると,内容物のない花粉の割合が漸次低 くな り,その率は夫々 6.6%,5.3%,

3.9%になってきているが, まだ大きさの襲異の幅は贋い｡次いで9月25日,

10月1日の測定によれば,18日迄のものに比較すると内容物のない花粉の割合

が夫 5々.3%,2.3%になってお t), かつ撃異の隔はやや狭くなってきている

が,なお撃異はかな りある｡10月6日,11日に潜いては,花粉の大きさは枚ぼ

一定になってきたO内容物のない花粉の割合は,6日では4.9%,11日では819

%になっている.そこで花粉の大きさを測定した日から大雄2週間前の温度を

見ると,花粉の大きさの襲異の多いものは,推定減数分裂期には温度が高 く,

毎日最高気温の平均は 31oCであり,花粉の大きさがほぼ一定して きた時期

は,毎日最高気温の平均が27DCで前者よりも4oCも低 くなってきていること

が分った｡これ等により,叉一恵の細胞撃的槍鏡から分裂の異常によって大小

いろいろなものができたことが不稔の直接原因と考えられる.

小 熊 研 究 室 ･

木 原 均 ･F.LILIE二ヾFELD

(I) ヒガンバナ (Lycorisradiaia)の研究

日本各地に野生するヒガンバナを蒐集し,その形態的並びに生態的差異を調
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査中である｡本種は一つのクローンと推察される.故にもしその間に差異があ

れ.'f体細胞的突然撃異によったものであろうoこれを核畢的に比較して見るこ

とが本研究の一つの目的である｡今迄に得た成績では本種は33個のi字型染色

睦のみが見られる｡ヒガンバナを自家受粉したり,ヒガンバナにキツネノカミ

ソ T) (2x)の花粉をかけて多数の完黙種子をえた｡目下播種して聾芽をまって

いる｡これ等によってヒガンバナの二倍体を作るつ もりであるO

木 村 資 生

(Ⅱ) 集取の有効な大いさと淘汰作用の機音的な挙動について

最近,集囲遺伝撃の分野においては,〃ライ ト効果"の生物学的意義を強調す

る W RIGIiT, DoBZHANSXY 一派と, これを否定し自然淘汰の重要性を極端に

迄主張する FIStIER及び FoRDとの間に著しい封立が見られるOこの研究は雨

着の主張を検討する目的で初められたものであるo先す種々な breedingstru-

ctureの下で集圏の有効な大いさが どのようになるかを系統的に調査した後,

FISHER及びFoRDの主張する白然淘汰のゆらぎが自然集園における遺伝子頻度

の長期分布に如何なる影響を及ぼすかを次の分布式を用いて計算した0

g,(x)-(C/V8x)exp[2∫(Max/V8x)dx]

この式は WRIGIiT (1938,′39,′42)の方法を改良することによって導かれ

たもので M8x及び V8xは夫々輿えられた遺伝子頻度 xに封する 8x(1代

の間における遺伝子頻度の轡化の割合)の平均値及び分散である｡二つの封立

遺伝子の闇に平均して通感度に差異がなく(S--0),両方向の突然襲異率が相等

しい場合には,頻度分布は

4Neu-1 4Neu-1 -4Neb6-1 -4NezL-1
甲(x)≡Cx (1-x) (九rx) (x一九2)

となるoここに Jl.-喜(1･声 高 )I/13-1-九】で,C- 敬,- 浦

層Iな大いさ,uは突然襲異率,o'Sは淘汰係数 Sの標準偏差であり,しかもSは

確率単数であるとするO分布曲線の研究から小さな集圏においては淘汰のゆら

ぎによる効果は微弱であるが,大きな集圏においては一方の遺伝子の頻度が非

常Pt低 くないかぎり着るしい効果を及ぼすことが明かにされた｡従ってライ ト
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効果の生物撃的意義は自然界におVTて集圏の有効な大いさがどの程度であるか

ということ以外に,多くの遺伝子について淘汰係数の分散と集園の有効な大-

さとの領がどの様な値をもっているかによって決定されると考えられる｡

(Ⅱ) ポ リデーンの発現作用に封する反騰速度論的考察

ポリヂ-ンとは輿えられた形質の背後に存在する生理的反感連鎖に封して,

その種々な部位に作用する遺伝子等であると傾定し,形質と遺伝子とをつなぐ

物質系に封して反感速度論的考察を行うことによってその作用を把超し,多 く

の茸験結果を統一的に理解しようとするのが本研究の目的である｡ こ こで 虻■

n-1個の一次反感が直列して反感連鎖を構攻している場合を考察する.その各

段階を経てつぎつぎに奨化していく中間物質の量馴原次にP"P2,.‥Pnl,最

終生産物の畳を Pnとし･PL-,Pii･lに閲輿する酸素の濃度をei,Pi→DiJfl

(Pi+l以外の物質-の襲化)に開輿するそれをfiとする｡今,各中間物質の

量が一定の比を保ちつつ速度 V で増加すると慣定すれば反感速度の計算から

pn-警lkiei,(V･kiei･lLfi)]
がえられる (k･.,liは恒数)｡ ここで反感連銀の各部位に園輿する酵素の濃密

がそれを支配する各遺伝子の量 (AA,Aa,aa)に比例すると侶定すれば多くの

葦験結果 (相加作用 ･相乗作用 ･優劣関係等)は重 く自然に理解される｡例え

ば一方の親には効果の低い遺伝子のみが,又他方の親には効果の高い遺伝子の

みが蓄積しているとすれば,反鷹連鎖の任意の一部において両親及び Flの酵

素の濃度は夫々 β,〟+2∠β及び β+∠βと表わされるから両親及び Flの量

的形質の大いさをそれぞれ 0,0′及び Qlとすれば

Ql-y/QQ′+el(el:正で小)

又若し両親の差が l,I-2Alの型であれば
qニー̀̀̀~~~~~̀̀̀̀̀̀̀̀̀̀'-
01-†/oQ′-e2(e之:正で小)

となる｡すなわち F.は両親の幾何平均に近い｡

文一遺伝子封の間の優劣閲係は特別な場合として把超される.

これ等の理論はポリヂ-ンの研究において重税せられる "尺度の襲換"に封

しても理論的基礎を撞供するものである｡
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(Ⅳ) 自確による純系育成の過程と感銘遺伝子群の組換について

輿えられた形質について,その遺伝様式を説明するためには1封乃至数封の

遺伝子に着目して,その行動を解明すれば足りる場合が少なくないOしかし量

駒形質の遺伝的研究や純系の育成にあたっては遺伝子群叉は染色体部分の行動

を知る必要が起る｡自家受精が漣練される場合についての研究結果をここに述
＼

べるO出費鮎における染色体封をAA', その遺伝的な長さを 100xo単位とし･

任意の世代においてA及びA′から由来したホモな染色体部分の長さをそれぞ

れ 100LA及び 100LA'畢位,-テロな部分の長さを 100Lh単位とする
●

(LA+LA′+Lh-X.)｡n回の日豪受精によって AA′封の頻度は (ト xo)2n/2n

となり,Lhが x乃至 x+dx(0<x<xo)なる頻度 fn(x)dxは fl(x)=2-xo

を初期保件とする爽の定差積分方程式によって輿えられる:

fn(x)-壁-242fn-.(x)･J3'2-E)′n-I(E,dE･(2-xo)(1-xo)"l-1'/2'l-1

-テロ摘 色体封の頻度Hn-5:チn(E)dE+(1-x.)20/2nは nが大きけれぼ
近似的に nxJ2n-1 となる｡

これ等の式を用いると種間雑値の白頑によってヘテロな個体がどの棟に減少

していくかを示す圏及び表を作成することができるO充分な世代が経過し,絶

ての染色体部分が固定の状態に到達した 後には集園は AA,A'A'叉は組換を

起したホモな染色体封のみを含む｡ この状態において AA及び A′A′の頻度

は夫々-e-2でo/2に等しく,組換を起した封 においては LA÷x｡が i乃至 汁

diである頻慶は

p'l'dl-x.e-2Xo(2(.(4xod(-1｡ テ)+ -Iiff ･些 型 〉div/打iニラ)

で輿えられる｡ここに ′o及'J:7 .は BESSEL 歯数である｡

(Ⅴ) 染色体置換の過程に関する研究

近傍榛の間でゲノムと細胞質とを交換することによって,異種プラズマが遺

伝子の形質畿現にどの様な作用を及ぼすかを探知しようとするのが染色体置換

の賃験である｡ 方法の上から第 1法と第2法とが直別されるが, 両者の差は
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唯 Fl個体に 一方の轟を連績戻交雑するにあたって,務めその染色体組を倍加

するか否かによるものである (木原 1948)｡その場合,どの程度の交配によっ

て目的が達せられるかを知る必要が起る｡第2法においてはF.が m封の染色

体を持ってお り,第 i番目の染色体封におけ-テロな染色体部分の長さが 100

x(･-)o単位であるとすれば,n同の交配によって生じた集国中に置換の完了した
個体の含まれる割合は

gl(1-度 ) となるO

例えば7封の染色体を有する雑種の場合には,各封における交叉率を30%と

すると,9回の戻交雑によって約95%の個体は絶ての染色体に亘って置換が完

了する｡第1法ゐ場合にも類似の式が導かれる｡異種プラズマに感受性を有す

る遺伝子によって稔性の低下が起る場合には計算は可成り複雑になるが木原教

授によって行われた AegiloPslongissimaと Ae.Aucheriについての賓鹸

結果を分析することによって,これ等遺伝子群は稔性について相乗的に作用す

ることが推定された｡

(ⅤⅠ) 地画距敵 組換値並びに併発指敦の間の理論的関係

地囲距離,組換陪並びに併襲指数の三つの間念は交叉の現象を論する上にお

いて基礎となるものであり,多 くの撃者によってそれ等相互の間の関係が研究

されて釆たOここに述べる研究は英等の間の流山を目的とするものである｡今

染色体地圏上の2鮎x,yの問の組換確率を ¢(x,y),2微′ト庫問(x,x+dx),

(y,y+dy)の間の併費指数を CE(x,y)とすれば,1染色体上の2鮎 a,b

の内部で同時に3個以上の交叉が起きぬ場合には

cE(a,b'-[驚 Ixy-_Iab (1)

なることが澄明される｡もし4,及びCEが地圏距離のみの歯数であれば

CE(〟)=-d24,(x)/2dx2 (2)

となる｡ここに ¢(x)は 100X単位離れた2遺伝子間の組換確率でCE(x)は

同じ距離磨け離れた微小宮城間の肝畿指数である｡この式を地圏距離と組換確

率との関係を示す公式に適用すれば,これから稚圏距離と併襲指数との間の関

係が求められる｡例えば
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(DEWINTON 及び HALDANE1935),

¢(x)-与tanh(2x),(KosAMBI1944) (6)

に (2)を適用すれば,それぞれ

CE(X)=Sin2x,

′._′〟､_8¢(x)(1+1J,(x))†1-2tP(x)††1+47/U(X))
CE(x)-二王

〈1+2¢(x)13
CE(x)≡2taI血(2x)sech2(2xL

をうるから,x→0において各式はそれぞれ

CE(X)→2.C (4)/′, CE(x)⇒8,V (5)′′

CE(X)-,4･x (6)′′

となる｡

木原 均 ･木村寮生 ･*小野 -

(Ⅷ) 一粒系小事の小穂における左右性の決定

一粒系小資の各棟には,小懐の左右性を決定する傾向の強さに関して,右き

きの例と左ききの例とがある｡今小磯の左右性と側のそれとが一致する場合を

同調,逆になる場合を反樽と名づけれ'ぼ,同調の率 (C)は憶の各部分によって

異っている.左右性決定が覇反感に従って行われ,おのおのの場合における決

定の強さが内的な素因による強さ(Y)と二次的な外因によるそれ (Z)との和

であらわされ,しかもZが正規分布に従う轡敬であると慣定すれば,Yの相封

値は同調率 (C)̀の Pmbitから5を減じたもので表わされる｡穂の下部から傾

次に数えた小憶の位置を x,その部分におけるYの値をYxとし,同側にある

直下の小穂(x12)が反持した時のYの値を Y.x,一つ置いた下のそれ (x-4)

が反樽した時の Yの値をYo.x,と順次に Yoo.x,Yo｡こ.X,‥..等を作ってい

けば発す (1) Y.x<Yo.x<Yo｡.r<...<Yで

となることがわかった｡次に反射側の直下の小穣(x-1)が反特した時のYの

値を.Yx,爾側の直下の′J､穣(x-1及び x-2)が同時に反持した時 の それた
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.Y.xとすれ･'ま̂

(2) ･Yで≦Yx(H≦を),.Yx>Yx(x>k)

となるに･もかかわらす常に

(3) .Y.V-.Yx+Y.r-Yで

なる関係の噴立することがたしかめられた｡

Triiicum monococcumvulgareでは k=14であり,Yi･の低は第三小

穏(x=3)で最大値をとる｡叉xの低が5より大きい場合には徳の先棉部をのぞ

き近似式として

(4) -dYで/dx=αYで+β (α幸0･2,β幸0.01)

が威立する○但し Yで,xは共に連環な値をとるものとするO以上の結果から,

南側における左右性についての分極性は格の上部にいくほど減少することが推

定できる｡

Yでの値は花芽の分化期にⅩ線を照射することによって寛翰的に下げもこと

に成功した｡叉 T･Zurgidum nigrobarbatumxT･monococcum vulgare

及び T･Lurgidumnigr･×T･aegiloboidesboeoiicumの交配から,Fl柾

おける左右性決定の内的素因の強さは両親における Yでのほぼ平均随に等しい

ことを知ったO(*′J､野-･京大･農･退伝)

竹 中 研 究 室

竹 中 要

(I) 三 倍 体 の 不 稔 性

筆者が今迄に細胞聾的研究を行った三倍性の野生並びに萄萎憶物中には,天

然授粉により若干の種子をつけるもの,特殊魔理により種子をつけるもの,二

倍性軍使との交配により種子をつけるもの,いかにしても種子をつけないもの

などがあり,それ等を分って4型を直別した｡

(1) クワンゾウ型 (Hemerocallistype)

クワンゾウ層植物の三倍体に見られ,天然においては完全に不稔であり,ま

た互に異なる三倍体及び種々の二倍体との正逆交雑におい ⊂も種子をっけない

三型である｡

その理由としては,(1)減数分裂が不規則である.(2-)一花の開花時間が短
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いため,三倍体に多く見られる歴嚢の遅れがちの威即 環 境する前に花桂がし

ぉれる｡(3)原種である二倍体が無冊 逓 化過程上縁遠 くなっていると考えら

れるo

(2) ナツズイセン型 (Lycoristype)

ナツズイセン (Lycorissquamigera),ヒガンバナ (L･radiala)等に見

られ,天然においては完金に不稔であるが･花萱の切断増葦により種子がえら

れる型であるo

(1)減数分断 不規則o(2)一花の開花時間は長 く授精は若干行われるが･

授精した歴と匪乳の数が少ないため･それ等が休眠期にある地下(,)-憎 か ら柴

養分を吸上げる力が,逆に球勤 弛 上の花勤 ､ら発香分を吸取る力に劣ると考

ぇられる.従って花萱を切断し水培養をすれば種子がえられるo

(3) -.)壁 (Liliumtype)

ォ=ユ1)(Lilium iigrinum)に見られる如く種内交配は不稔であるが,

原種と考えられるコオ-ユ1)(L･Maximowiczii)(二倍体)の花粉の交配によ

り種子のえられる型であるo減数分裂は不規則であるが･一花の開花時間は長

く授精の横合が多い｡但し原種コオニユ7)を母とし三倍体オニ-1)の花粉を交

配する場合には種子がえられないO

(4) ハナサフラン型 (Crocusvernustype)

ハナサフラン (Crccusvernus)の多数園蓉晶三倍体に見られる如 く天然に

少量の種子のえられる型であるo

三倍体であるにかかわらす減数分裂は比較的規則正しVIoその理由は基本染

色体数が少ない散からなってお り,一見三倍体と見られるものが,もつと高叫南

勢倍数体又はそれに近いと考えられるからであろうO-花の開花時間も長いO

(Il) イヌサフラン (Colchicumauiumnale)の不稔と自家中毒

ィヌサフランは日本の南竿では通常結果しないoその理由を追求するために

細胞翠的研究を行った｡

ィヌサフランの体細胞は LEVAN(1940)のいう如く2n-38であるoそして

大小様々の染色体中には一見切断や接着によってできたと思われるものがあるO

気温下 (1日の轟高気浬約 32〇,平均気温約 260,粗表最高温度 約35ccの
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時期)における花粉母細胞の成熟分裂Jは染色体が膨潤化,粒着化,不規則接合,

不規則分布等を示すのみならす,核分裂の遅滞化を起し,極端なる場合は板の

融解さえ見られる｡特に細月鋸南膜の形成がないか或いは不安金である｡経って

四分胞子に代るに-母細胞-胞子型及び二胞子型が大多数である｡叉微細胞子

は染色体をもたないものが多い｡これ等はコルヒチンの高濃度虚理叉は永練磨

理植物に見られる現象に似ている｡

棒氏50Cに1日慶理したものでは染色体の膨潤化,粘着化,不規則分布等が

幾分是正されるが,最 も着るしいのは隔膜の形成の急速な進行である｡すなわ

ち温度の低下によりコルヒチン作用の低下が起ったと考えられる.初め2日間

は梼氏約 10つに,つづく2日間は約20つに保った材料では,成熟分裂は若干通

常型に近づいたが,しかもなお虚理前の不規則分裂の影響が染色体の異常分布

を制止しえなかった｡その上乗しい C-pairを示す核像が多数見られ,コルヒ

ケン毒作用の限界値にあることを推察せしめた｡気温下及び低湿虞理の両材料

において花粉は-母細胞-胞子型及び二胞子型が絶対多数であった｡また微細

胞子には染色体をもたないものが多い｡以上の種々のことがらから,筆者の研

究地三島においては,イヌサフランの噴熱分裂の異常は倍数体,異数体,発憤

植物及び低温並びに高温虚哩植物に見られる不規則或熱分裂と比べて着るしい

相違を示し,あたかもコルヒチン虞理植物に見られる現象とよく一致すること

を知る｡

高温下における細胞の膨潤化は核膜の肇化を起し,イヌサフラン内のコルヒ

チン分子が容易に穣和こ入り,ポ1)ペプチッド鎖と結合して,コルヒチン特有

の害作用を硯わし,種♂rJ不現賢甘味熱分裂を起して,それが不稔の原因となっ

たと考えられる｡

(Ⅲ) クワンゾウ展 (Hemerocallis)の棲型と不稔性

筆者はさきに KaryologicalstudiesinHemerocallis(1929.Cyt)log●aVol.

1,No.1:76-83)を畿表したが,その後筆者の見解と若干異なる啓蒙がなされ

たので,更めてクワンゾウ贋の核撃的研究と若干の遺伝撃的研究とを起草した0

28穣 (檀,襲種,品種,園聾品種を含む) の根端細胞 にては二倍体は総て

2n=22,三倍体は経て 2n=33の染色体数をもっている｡基本染色体数は11で

あり,それは7の型の染色体に置別される｡7の型の染色体の内の5型乃至7
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週が僅々の組合せによって各種の植物を編成している.その組合せの分布を見

ると,漸次的襲化をなしており,各節の間にさえ判然たる直別はないoこの贋

の分類劉 勺音別は各節及び各種において形態的撃化が漸撃であるため困難であ

るが,夜型もそれに封癒して漸襲的である｡

総ての三倍体植物は完垂に不稔であり,自家,同種内及び異種間交配は勿論の

こと種々の二倍体との正逆交雑においても完全に不稔であった.それは不規則 .

成熟分裂による不完杢花粉 (染色体の異常分布と湊透圧の低下が見られた)と

不完垂迩嚢(開花日に多数の死顔及び未攻熱狂嚢が見られた)との形成のためで

あろうOその上本属植物の一花の開花時問が短い (8-10時間)ため,かくの如

き不完全な花粉並びに未熟の歴嚢にとっては授精の磯倉が少ないからであろう｡

多数の二倍体及び三倍体の花粉母細胞の境弟分裂において明確なる二次封合

叉はそれに類するものは観察されなかった｡ STOUT (1932)は本属植物の基本●
染色体数を6と推察しているが,筆者は多数の植物の核型分析と花粉母細胞に

おける染色体行動との研究から,彼の見解を支持することはできない｡

tⅣ) 高等植物における性分化の起源

永年の聞研究していたスイバ (Rumexaceiosa)以外の雌雄異株梧物につい

て,1938年より1943年迄交配及び薬品虞理法による染色体異常と性との脚係に

ついて研究を行ったOそれ等の模本と記録は豪表せられぬまま,第二次世界戦

率の終局と共に京城に放棄されたo今断片的記録と記憶よると,大麻 (Cann･

abissaliva)のコルヒチン魔理によって作られた四倍体の雌と二倍体雄との交

配において或系統では7雌 :5間性 :2雄をえている.染色体の帯域は雌は3A

+3Ⅹ,聞性及び健は 3A+2Ⅹ+Y叉はそれに近いものであった. 又Y染色体

が Ⅹ染色体より大きいという山田 (1943)の観察は正しいと思われる｡次にY

染色体が椎の性形質豪硯に相営強い影響を輿えることもW ARMXE 及び DAV･

IDSON (1944)の考えに近い｡

同様にカナムグラ(HumuZusjabonicus)の四倍体をつくり,その四倍体雌

と二倍体雄との交配において,或系統では18雌 ･･7間性をえたO雌は 3A十3Ⅹ,

間性は 3A+2Ⅹ+Y.+Y2の染色体構境を示した｡これは小野 (1941)の研究と

一致し,常染色体 と Ⅹ染色体との比によって,大旗に性が決定されると思

われるo其他力ラ- トソウ (HumulusLululusvar.cordifolius),ホ̀ップ
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(HumulusLlSbulus),アスパラガス(AsparagusoNicinalisvar.aliilis),

ホウ レン ソウ (Sbinaciaoleracea)等の研究も行った.

筆者は1950年よt)再び種々の雌雄異株植物を薬品及び放射線等にて虚理し,

それ等に染色体異常を起させ,さきに筆者の行った嘗験の再確認と他の研究者

達によっでなされた茸験の追試とを初めた｡

伊 藤 太 郎

(Ⅴ) NeZErOSborasiiobhil化における生長量測定法の一考察

生長量或いは生長率を判定することは,各種アミノ酸或いはヴィタミンに封

する生長反感を調べる上に必要な方法である.従来行われている諸法によれば,

第-に襲異型の生理的形質を決めるための試験管培養法 (BoNNER 1943)があ

るが,これは増蕃基中の物質に封する生育反鷹を見るものであり,第二の乾燥

重量法 (HoROWITZ1946)は55時間乃至72時間経過後菌体を乾燥して秤量する

ため,その後の生育をみることはできない｡第三の水平管培養法(RAYN1943)

は秤量によらすに細管中の菌棟の伸長を,その管の目盛により測定する｡この

方法にては管壁に接着 した部分についてのみ測定しうるもので,前記第二法の

秤量とは異なって精密を期し難い｡以上の諸法は茸験目的によっては,欠鮎を

有するので,筆者は下記の如き方法を考案した.一定時間毎に秤量しうること,

しかも畿宵を纏横せしめうること,この2保件を満足せしめるため,務め秤量

された長さ8糎の襲質ガラス管 (秤量管)の上下両端を綿栓し,滅菌してをき,

培養にあたっては,秤量管の一方に菌体を接種し,液体培養基の充された試験管

に挿入するO秤量に際しては,この秤量管を試験管よt)引きだし.液をきり,デ

シケ-クーにて約10分乾燥後,綿栓をとり菌体を秤量管と共に秤量する｡

この方法により,2種のアムモニア蓮華の量を襲えた基礎培養基に封するN.

siio♪hilaの生長をしらべた｡その結果 C/N-12.2において 生長量の最高を

示し,前記物質の濃度が低い程培養初期に生長率が大となる傾向があるO次に

1培蕃基に32時聞及TS:64時間培着後,その生育菌体を取 り除いて,新しく菌

体をその培養濠液に接種した場合には,封照に比し生育が良好で あることを知

ったO
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駒 井 研 究 室

駒 井 阜

(Ⅰ) テントウムシを材料とする進化遭伝単的研究 その1

テントウムシの一種ナミテントウHarmoniaaxyridisは,その琴鞘班紋の

弊異に富むことで有名である.これら別種の斑紋は一連の複封立遺伝子によっ

て生することが知られている｡そしてそれら各型の遺伝子の頻度が地方によっ

て着るしく違う｡DoBZHANSKY は 1933年シベ リアの西部地方から中国 ･朝

鮮 ･日本に及ぶ地域内で,産地によりこれら諸型の比率の撃ってゆく様を調べ

た｡私たちはこの種を北海道より九州に至る間の30に近い諸地方と,ほかに朝

鮮 ･清洲よりもこの種の模本を多く採集して,同様の研究を行なったoところ

がこれ らの比率の襲化が漸進的であり,即ちいわゆる "形質の勾配"chara-

ctergradient(=cline)が明かに認められる0位しその間に津軽海燐や朝鮮海

峡が着るしい溝渠となっている.これは陸上動物の分布で知られている通りの

事賓であるO同様の現象は麹鞘の末端に近いところに横隆起線のあるものの頻

度についても見られた.これと遺伝形質で,これの有るものが無いものに封し

て畢優性である｡

この材料では地方変異のほかに,年代による撃異をも調べることができたo

すなわち吾々の模本の産地のうち幾つかからは,20年乃至30年に採集した材料

もあり,これらと近頃のものとを比べることができたのである｡その中にはこ

の期問に諸型の比率に替るしい移 り挙 りを示さなかったものもあるが,少なく

も札幌と諏訪とのものは,前者は20年ばか り,後者は30年程の問に着るしい襲

化を起していることを確かめた.項鞘隆起の率にもこれに似た襲化のあったも

のもある｡こうした嘗例は他にあまり類がない｡なお最近諏訪から新材料を得

たが,7年前のものに比べて,更に襲化したことが認められる｡

同 上 そ の2
サナゲ

第1報で述べた日本の諸地方の中で,愛知懸西加茂郡猿授附近産のものだけ

は,一つ着るしく離れた特徴を持っている｡即ち麹輪舞紋の比率が附近産のも

のと着るしく違うのである｡この地の農林学校には骨て星野安各氏が1年飴勤

めて,生徒の中にテントウムシの研究に興味のある者が幾人もできた｡この也
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･の材料は大ていこれらの人々の探ったものである.幸にして詳しい採集場所と

轟のいた植物とが記録されてお り,それによって附き丘のアカ-ツから探った模

本に着るしい特徴があることが分った｡即ちこれらの模本の中には axyridis

と稲する型が他の方に比べて甚だしく多いのである｡この型は日本の各地では

何れも少なく,垂噂の5%内外である｡ところがこの猿投地方のアカマツにb

るテントウムシでは20%以上,或いは30%以上がこの型である.そして axy-

1idisに封してほぼ優性を示す consbicuaや slleCiabilisの中にもaxyridis

とのヘテロであることを示すような個体が多く混っているOこれに反して同じ

地方の産でも変 ･桃 ･梨などから凍った材料は重く違って,附妃の 名古 屋 や

岐阜などの地方の産のものとよく似ているO同様のことは竣鞘の隆起のあるも

のの比率にも見られ,アカマツのものだけが著しく違っているOこのようにこ

の猿投地方産のこの種は分布直城中にあって,一･3)の孤島のような状態をなし

てい声のであるOかような事苦は他に類例少なく,叉その理由を詮明しがたい

が,とにかく一つの注意すべき現象として特筆に値すると思う｡

(Ⅱ) Semi-allelicgenes(竿封立遭伝子)

染色体上にある遺伝子相互の関係は,(1)別の封の染色体にある場合,(2)同一

叉は相同染色体上の別の位置にある場合,(3)相同染色体の封麿する位置にあ

る場合とある｡(1)の場合にはこALら遺伝子の支配する形質の闇に澗立遺伝が

且られ,(2)の場合には連関があi),(3)の場合は分離が見られるOところが

屡々上の(2)と(3)との中間の状態の遺伝子がある｡これがここに云 う牛封立遺

伝子である.この種の遺伝子の特徴は,(1)その表現が似ているが,(2)多少違

い,しかもそれが質的な相違であること,(3)相隣接した位置に並Ll,tJ,その間に

他の遺伝子を挟套ないこと,(4)それらが相同染色体上にヘテロの状態に在る

場合には,それらの表現が互いに被覆されること,(5)その間の交叉は重 く起 ら

ないか,又は極めて稀に起ることなどである｡複対立遺伝子とは(2),(4,),(5)の

諸鮎で直別され,連関遺伝子とは(1)の鮎で直別される｡恐 らく染色体の或る長

さの,通常p-つの遺伝子の占める高域より長い部分が美和以の性質を持ってお り,

その各部分の突然撃異の結果がこのような関係の遺伝子となるものと思われる0

年対立遺伝子の例は動物界に贋 く亘って見出される｡キイロショウジヨウバ

ェにも20種以上ある｡そのほかよく研究されていて,多 くの突然襲異形質の見
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出されている種類には,必らすこの例の幾つかを探し出すことができる｡植物~

因子,M･N･Sの3因子,Rho･Rh'･RhHの3因子は何れ もこの年封立の

関係にある遺伝子群であると考えられることである｡するとAとBとの間な-

どには稀な交叉の起り得る可能性もあるのである.

(刀) 猫の毛色の遺伝特に三毛雄の由来

この間題については,すでに度々途づたことがある｡要する忙猫に最 も普通~~

の黄 ･黒 ･虎 ･三毛の遺伝の問題と三毛雄の由罪に関する問題である｡私は猪 ◆

の.センサスを行なった結果から･黄は伴性因子により･黒や虎は常染色体性因

子によって生するものであることを明かにした｡又三毛雄は三毛の母猫の二つ

のⅩ染色体の間に不等交叉が起 り,一方のⅩに黄とその封立因子とが重なった

時,この異常染色体を得た雄が三毛となるという考えを持っている｡この詮に

よれば三毛雄の母は三毛でなければならぬ｡従乗の記録によっても,叉最近得

た 6頭の三毛雄の場合でも,アメリカの KEELER博士の教えてくれた 7例で

ち,皆母は三毛であるo

なおできるなら三毛雄の染色体を見たいと思い,1頭の三毛雄の精選の切片-

を牧野佐=郎博士に詳しく見て貰ったとこら,相常に聾育した性細胞は一つも

なく,この計量は失敗に終った｡

今この間題については,骨てこれを研究したことのある S.WRIGHT 博士の-

考えをも聞いており,これを参考にして,近 く米国の専門雑誌に一論文を寄せ

ることになっている｡

(Ⅳ) 鳥 を 有 す る 人 間

尾を有する人間は文献に例がかなり多くでている｡しかしそれは大てい不確

かな報告に止まり,正確なものはあまりない｡殊にその罵展は稀にしかなく,

しかも殆んど常に幼兄のものである｡私は偶然のことより成人の尾を有するも

のの馬虞をえたので,それを公表し,併せて尾を有する人間について聞いた学

界に知られない事茸を報告した.この罵虞は1917年頃,或る日本人の撮ったフ

イ 1)ッピンのイゴロット (Igorot)族の成年男子のものである.この族には同

様の鳥を有する者が外にもあるとのことである｡これと共にボルネオのダイア

(Dyak) 族にも尾を有する者が少なくないという｡その一例を賓見した人の
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談話をも添えて,Jollmalof拝∋rdityに尾のある人間について小常を書いた｡

(V) 人類の小頭暗影の浮伝学BFT研究

小頭 miCrocephalyは人類における著しい遺伝性蹄形であり,高度の精神聾

育障樽を伴なう.その成因たっいては昔から多くの課があって,兼だ決せす,

叉遺伝についても研究を要する鮎が多い.これは一つはこの埼形が極めて稀に

しかないからでもある.私は就任以釆名古屋大挙教授岸本鎌一氏と共同して,

これの材料を集め,研究を行なっているが,今までに30程の例をえ,その中に

は家族例も少なくないo未だ結論をだすには至っていないが,恐 らくこの櫛形

には成因について若干の憧別があl),退去性7)ものは畢劣性と見られるが,叉

母の性質をも考恵に入れる要があるものと思われる｡こういう鮎でこの時形は

遺伝学上興味の頗る多いものと云わなければならぬ.

(vI) オナジマイマイを材料とする進化蓬伝学的研究

日本に普通のオナジマイマイ Bradybaenasim3'larisには4の色彩型,即ち

無常黄 ･有背黄 ･無常紫 ･有背紫がある｡これらの差別は3の複封立遺伝子に

よt),即ち無常黄は劣性型で,有帯及び紫は各々優性型で,その相互の間には優

劣の別はない.この4型の比率は塵袖により着るしく違うO日本の60許の産地

から集めた材料について調べた結果,種々の事が分った｡即ち吾が図の地方に

よってほほ､或る一つの傾向が見られるが,テントウムシの場合で見られるよう

な,地理的の形質勾配は認められない｡叉近壊した産地で着るしく遭う場合,

遠隔の産地で殆んど同様の構攻のある場合 も時々ある｡

この研究に最 もよく似た先人の仕事は,歓洲産の普通の如牛 Cβかαに関す

るもので,結果もよく似ている｡しかし私の材料の方が諸型の比率を遺伝子頻

度を以て表わしうる鮎で優っている｡そしてこれと前のテントウムシの場合と

を比べて,その間に見られる上述の相違を考えてレ､るのであるが,それは的牛

の方が移動能力乏しく,隔離集園の′トさいことに主な原因があるだろうと思わ

れる｡

(Ⅷ) 舌を巻き得る能力に関する遺伝

舌の爾縁を巻き上げて簡形になし得るのと得ないのとの差は遺伝性のもので

あるらしい｡この能力は通常漏12才頃に完成し,それまでは遺伝子的にはこれ
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を有するはすのものでも,その能力を持たないものがある｡滞6才頃には･巻

き得るものの比率は12才以上よりも男女共に高 くて,50%に連するOこれより

年齢の進むにつれて,この率は低 くなる012才以上では男女の性別により差が

あり,日本人では男29.30%,女25･50%位である｡この値を従姉報告されたア

メT)カ人と中国人との率に比べると,多少違うらしいが,これら図人のが僅か

の人数についての結果であるから,あまり確貰ではないoLかしこの鮎につい

て人種的差異があることは考えられる.なお家族について,両親と子供との種

々の組合せの場合を集めて調べて見ると,この能力の有無はメンデル性単因子

の別により,これを有する方が優性であること,但しその浸透は完垂でないこ

とが確かである｡なお舌の下賢帝が前方に出過ぎているため,舌の運動の妨げ

られている小異常が優性遺伝形質として親子2代に現われている家族例3を得･

これをも併せて報告したo

(Ⅷ) 或種の蝶に関する遺伝進化学的研究

蝶の遺伝学進化学については種々の興味のある問題があるが,累代飼育の困

難のために未だ何程の研究もなされていないO近頃2種の蝶について,この種

の研究を行なっているが,その1はモンキチョウ Coliashyale♪oliograbhus

について,他の1はミド1)シジミ Zebhyrusiaxilaについてであるoモンキ

チョウについては,京都大学の動物学科の学生阿ZI:茂の研究問題として,飼

育茸敵を行わせる一方,稜々の地方の野外産のものを採集し,樽に雌における

白型と黄型との比率を見ているO今までのところ誤 りないと恩われることは,

北米産の同展の異種について従釆知られているのと同じく,白の性質は従性で

雌にのみ現われ,ホモ WW,ヘテロ Wwは共に白,wu,のみが黄となるO雄

ではこの3稜共黄であるO米国産では WW は致死的になるといわれているが,

モンキチョウではこのような個体が生存しうる場合があるらしいO稀に白の雄

がでることがあるが,種々の鮎より見て,明かに異常者である｡

ミド.)シジミは雄は緑色であり,雌には雄と違った4型があるが,この4型

は複封立遺伝子により生するらしいOこの事は同一地方で多く採集されたもの

の中での諸型の比率を,理論上の襖期陰と比べることによって明かになるo今

かような資料を3通 り持っているが,何れ も上の想定に合 うのであるo蝶類で
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このような事の澄明された例は,糸の知る限 り,今まで-らもない｡

これら蝶に関する研究については,今少しく資料を集め,文献を讃んでから,

報告するつ もりであるo

(Ⅸ) 牌肥大と隻血の新遺伝病の研究

京都府立響科大学内科の増田正典博士及び数名の畢生の研究しているパンチ

氏病に似た病の-家系妖,その異常が女のみに≡呪われ,又一族中の成年の女に

は例外なく現われるという鮎で,頗る注目すべきものである.この遺伝学的解

樺を考えているのであるが,或いは人類遺伝学上珍らしい一つの薪らしい型と

なるものかも知れない｡

大 垣 昌 弘 ･*北 田 に -

(Ⅹ) ショウジョウバエの低温故抗性とその遺伝 7

25oCで飼育した Drosophilamelanogasier及びD.virilisを 01Cで色

々の時間虚理し,その羽化率をしらべた｡前者は約30時間虞理で大旗金城する

が,後者は200時間虞理しても金城するに至らない.D.melanogasierでは

7系統中 Stevenville(野生型)が最も強 く,bwが次で,W,1)x,cn,Oregon

R-S(野生型),Oregon(野生型)等が弱い. D.virilisでは調査した7系統

中 V4,ii14,silGが最も強く,ac,gl,eb,大谷地,Ky135(野生型)等がこ
れにつぎ,上田が最 も弱かったoD.nDVameXicanaは低湿抵抗性の 鮎では

D.virilisの第2群位に屠する｡この横に野生型でも系統によt)抵抗性にかな

りの差が認められ,突然饗異系が常に弱いとは限らないようである｡D.mela-

カOgaSierでこれ等の系統間の交雅を行い,そのF.の低温抵抗性をしらべると

大抵両親より強くな り,一種の薙徒強勢のようなことが見られる.特に bw と

bxの交配ではbwを雌にとった方が,bxを雌にとった時より著しく強 く,母

性の影響があるものと思われる｡

次に低温抵抗性と永鮎降下の関係について大阪市立大の大津氏と共に濠備的

に調査した所では,0つC附近の低温抵抗性については雨着の闇に関係はないも

のと思われた｡(*北田仁一 :京大,盟,動物)
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(xI) ショウジョウバエにおける硫酸銅の批 性について

ショウジヨウバェの色々の系統の硫酸銅に封する抵抗性をしらべるため衆の

ような方法をとったO すなわち直径 3.5cm 高さ 7cm ぽかりの小型ガラスビ

ンに24×10~4M の割合に硫酸銅を含むものと,硫酸銅を重 く含まない PEARL

の餌 15ccを入れたものを何本か用意する｡別に用意した1命幼轟を1ビンに

つき20匹宛入れ羽化してくる数をかぞえた｡虚理は大髄 400-800匹位でその

新化率は下表の如 く宮崎が最 も強 く,Wが最 も窮かったが,突然襲異系ではか7

が貴 も強い.別に行った低温抵抗性,高温抵抗性の賛助と較べて強さの順序は

何れの場合にも重 く異なってお り,この様な環境に封する抵抗性が単に生活力

の強さに比例するものでないことを示している.叉異系間の F.が爾輩よりも

一般に抵抗性の強い事 もいえるようである｡抵抗性の遺伝についても今後しら

べていくつ もりである｡

系 統

Oregon
OregonR-S
宮 崎
クズ
Cn

紺
″
′

お

お

1
2
8
6
史U
8
2
9
7
2

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

82
83
79
87
85
58
62
乃
83
6

24×10ー4M CuSO.

0
0
9
1
0
6
2
9
6
1

26
位
鈷
61
30
13
4
37
㍊
3

上表は羽化率 (形)を示す｡bw'- は bw/cyよE)分灘した系統で bwlは別の

系統である｡この糞激では麹で保有した系統を PEARLの餌で産卵させ,翌日

1令幼点をひろって糞漁に供した｡酵母にはブド-酒酵母を用いた｡

大 垣 昌 弘 ･八 木 毒 郎*

(ⅩII) 生物襲異の光力学的誘発 Ⅰ

感光色素と可成光線や近赤外線によって,生物に色々の嬰異を誘翠しようと

するのがこの茸験の目的で,まだ第一段階を終ったにすぎない｡ DrosobhiZo
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melanogas!erの Oregon系幼轟を感光色素 illuminoIRⅡ0.01% 水溶液に

暗黒中で1時間漬けた後約 2Ccm の距離より100W電球で5時間照射した｡水

及びマツダ VR,赤外フィルターを使用して櫨光した.温度の上昇を煽風器で

防いだ｡賭化後70時間幼鳥で最 も多くの異常個体 ､(22.3%)を生じ,その大部

が n0-mouth様の物部異常であった｡其他少数のabnormalabdomen,Notch,､

cr.epe,Half-thorax等も見られたO色素の第一吸収極大 600m〃,第2吸収極

大 550m〃, フィルターは 600m〃以上の波長を通す｡色素はそのまま,フィ

ルターをVBLに襲えて430m〃連の光を照射すると異常は起 らないo色素のみ

を襲えて暗黒にしても,逆に色素を襲えないで 6COr毎 の光だけを輿えても,異

常は起らないOこのようなことから上記の異常を光力撃的に誘襲されたものと

考える｡ 更に illuminoIRⅡ 中に痕跡的に含まれる不純物質の影響を調査し

たが,影響は認められなかった｡acridinorangeもilluminolと畢似の作用が:

後者より低率ではあるが認められた. しかし eosin,erythrosinには重 くこ

のような作用は認められなかった｡LiiERS及び BoRCモIERT(′49)は acridin

orangeを用い ショウジヨウバェで多くの可成突然襲異をえたことを=象報して

いるので,追試する濠定である｡(*八木等郎 :京大,盟)

大垣 昌弘 ･加地 早苗 ･林屋 慶三

(ⅩⅠⅠⅠ) ショウジヨウバェにおけるβ十物質

Bト物質につTいては CtiEVArs(′44)が Calli♪horaの桶の 抽 出物を Bar

の幼畠に輿えて,Barの中限数の増えたことを報告しているO吾々の茸験にお

いては Luciliaの前桶期～桶化直後の桶を aceton,alcohol,ether等で虚 理

してその抽出物を B打 の Bbbの系統を用いて,筋化後約40-70時間(250Cで

飼育)の幼轟に輿えその羽化個体を検討した.供試個体の申特に合において大部

分は小現数の増加したことをみとめた｡特に増加したものの中には wil°type

の眼の大きさに近 くなったものもみとめられた｡♀の個眼数の増加は合程顧著

ではなかった｡ この結果は Luciliaの抽出物にB~ト物質が含まれ ていること

を意味し, Et物質は Barの眼原基に作用してその聾達を促すということが

考亀られる｡抽tfi物質の性質は水,alcohol,acetonに溶け,etherには溶けな
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小,低分子物質と考えられる○

加 地 早 苗

(ⅩⅣ) エリサンの胸肢移植骨助の内分泌学的考察

昆轟の撃態機構の研究は主として,糖梨茸験,内分泌器官の療植茸験によっ

て進められている.肢の移植賓験は BoDENSTEIN (′33),山尾 (′41)が胸肢の●

-移植を報肯し,PIEPHO (′39)は皮膚の内植賓験を行っている｡

これ らの研究は老若移植の場合1令を省略し,或いは過剰の祝皮をして,宿主

と共に呪皮することをみとめている｡筆者はエ7)サン Phyrosamiacynihia

riciniBoISD の胸肢の老若移植を行って, 轡態ホルモンの作用とその反唐系

との関係を検討したOこの賛助の結果,臨界期以前の幼島牧を移植すれば宿主

と共に撃憩するが,それ以後は幼義肢嘱目の行動をとって,宿主と共に奨態しな

い.例えば臨界期以前の3令幼轟の胸肢を5令幼畠に移植したときには 2回耽

皮を省略して直ちに桶化した｡叉逆に5令幼轟の胸肢を3令幼晶に移植したと

きは2回の超過牧皮を行って宿主と共に行動した｡宿主と共に奨態したとき,

成島原基を含む幼畠牧が,幼歳晩皮を省略したことは,桶化ホルモンによって幼

島牧それ白身は退化に導かれ,威轟原基は豪生が促進されると考えられろ｡叉

超過現皮を起したことは,威轟原基が耽皮ホルモンによってその聾生を抑制さ

れたと推察やきる｡

臨界期をすぎた4令幼畠の胸肢を5令幼義に移絃したとき,宿主の桶化にか

かわらす移植匠は呪皮した｡更に宿主が攻畠化に進むとき移栢肢は桶化するこ

とをみとめた｡このことは桶化ホルモンと成島化ホルモンとが同一物質である

と推察できるO この結果は両田 (′44:)の家蚕において幼魚と桶をガラス管で

凄合した警験と一致するものである｡つまり同一物質が時期によって異なる働

きをしていると考えられ,桶化するか戎轟化するかは重く反瞳系にたつ反感資

格によると考えることができる｡

~ 加 地 早 苗 ･市 川 衛*

(ⅩⅤ) 家蚕における Corpusallatum の機能に関する研究

Corpusalla如m は呪皮三現象に対して貴 も重要なる器官の一つであることは
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既に家蚕のみならも Rhodniusにおいて W IGGLESDORTH (′47-′48),Di'･

xillbus において PELUGFELDFR (′37,′40),Melanoblusにおいて M ENDES

(′47),Drosobhilaにおいて VoGT (′43,′46)などによって研究され,中で

も家蚕に関しては,BoUNHIOL('37),金 (′39),福田(′40,′44),EPhesiiaに

関して Sc王iARRER (′38),Galleriaにおいて PIEPHO (′42)等の業績が報告さ

れている .レ､すれ もこの器官から分泌されるホルモンは桶化を抑制し,最終令

期に至って,この器官の分泌機能がやんで始めて桶化現象の起ることを報 じて

いる｡福田等によれば,桶化は前胸腺ホルモンの作用によって起 り,晩皮は前

胸腺ホルモンとアラタ体ホルモンと協同作用によって誘牽されるといラ.

この葦験に潜いては家蚕の各時期に,アラタ体ホルモンがどのように作用 し

ているか,その畢弼作用は如何,叉最終令期に果して分泌が停止されるものかど

うかを移植及び結教賓験によって検討し,更に Prothetely誘豪に封する-示唆

を述べた｡賓験結果によると,アラタ体を畢洞で移植した場合は何れ も晩皮を

起させることができす,前胸腺を共に移植することによって始めて呪皮するこ

とをみとめたO従ってアラタ体ホルモンは晩皮ホルモンではないと考えられるO

前胸晩ホルモンは桶化ホルモンであって,諸星 (′50)のいうように,前胸腺ホ

ルモン とアラタ体ホルモンとの 量的な balance関係によって或いは一晩皮とな

り或いは桶化となるという表現は,アラタ体ホルモンが箪洞で作用するときに

は牧皮となるという印象を輿えやすい｡この茸験結果からして,前胸洩ホルモ

ンは嘱化と羽化を誘畿するホルモンであって,アラタ体ホルモンと呼ばれてい

るものは,前胸線ホルモンを質的に違う呪皮ホルモンにする効果の ものだと考

える｡叉アラタ体を5令の 2-4 日目の幼轟に移植 して超過呪皮を起 した｡更

に5令初期のアラタ体を移植する茸験を行った結果,その分泌機詑のあること

をみとめた｡未蔑表の研究で熟蚕の前胸腺を5令初期の幼虫に移植 した場合,

琢期に反して嫡化が早められす超過牧皮に進んだ もの も,5命初期にまだアラ

タ体の磯能がみとめられたのだから,先の結果から,移椿体か ら分泌された桶

化ホルモンはアラタ体ホルモンによって呪皮ホルモンに饗性され,そのために

桶化でなく耽皮が決定されたものと推察できる｡5令末期においては噂化ホル

モンはアラタJ体ホルモンの分泌機能の滅選によって何 ら轡性されることな く桶

化を誘凌すると考えられる｡要するにこの茸験において,アラタ体ホルモンが
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桶化を抑制す るというPIEPHO (′43)等の考えや,悦皮現象に関する爾ホル

モンの関係を明らかにした｡(*市川衛 :京大,理動,)

加 地 早 苗 ･林 屋 慶 三 * `

(ⅩⅤⅠ)襲態ホJL･モン抽出賓金

轡態ホルモγの抽出に関する研究は,BECXER及び PLAGGE(′39),BUTENA-

NDT(,41)が CaLliPhoraの桶を材料にして行なったoこの晋駿においては Bl

ombyx,LuciLiaを用いてこれらの賓験を迫試し,更に Bombyx より抽出し

た物質がLuciliaKおいても効果のあることをみとめたoBomby丸及び血ciZia

は夫々前輪期乃至桶化直後のものを選んで,acetOn中で桶粥を作 り,alcohol･

ether,aceticester,chloroform,petroleumether等で虞理した結果,aceton,

alcohol,水,aceticester等には溶けるが,chloroformやpetroleumether等

の lipoid溶剤には溶けないことが分ったoこの結果は BECXER等の茸験と一

致するものであるo更に加熱して aCtivecarbon暦を通じて渡過して注射に供

した｡吟味の方漢として,Luciliaの幼轟を絹緑で結致し愛態ホルモンによっ

て結紫部位より上方が桶化したのを確認した後,下方の非桶化部位を更に帯染

して抽出した繁簡ホルモンを最下部の非桶化部位に注射してその結果を観察し

た｡LwiZiaからの抽出物質は Bombyxより抽出して Luciliaに注射したも

のより多くの桶化個体をみとめた○抽出軍験の結果この物質の上記の性質が分

ったほか,熱には安定であって酸に強いことが分った｡叉この物質はアミノ酸

か或いはその襲化した低分子物質であることが考えられ,種的非特異性があるo

(書林屋慶三 :京工織大,繊維)

加地早苗 ･市川 衛 ･八髭寛二 ･西五辻淳子*

(ⅩⅤⅠⅠ)Lebido♪leraにおける脳ホルモンの襲態に及ぼす影響

隅が襲態ホルモンを分泌する器官である という ことは, CASPARI(/41)I

KuHN 及び PIEPHO (′36),が Ebhesliaで PLAGGE (′38),PIEPHO (/40)が

Galleriaで, Bc'UNfIIOL ('36)が Bombyx における貰験等で支持してきた

が,神岡(′39-′41),相田(′40-′44),宝賀(′39-′40)は Bombyxにおける賛

助でこの詮を否定し,婦化は前胸腺 ホルモンによると主張した｡ WILLIAMS
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(/47)は Plaiysamiacecrobiaで桶に膳を移植する茸験及び糖種の接合賓験

にあいて･臓ホルモンが前胸腺に作用してその分化を促すということを報告し

ているo青々は家蚕における膳の機能を再検討するために,婦期間が約11ケ月

で桶で越冬するギフチョウLuehdorfiajabonicaを選び,これに家蚕の幣を

移植し･WILLIAMSの結果のように,1)レ一式で脳が作用していることをみと

めたOこの賓験に患いては･5令末期幼轟乃至前輪期のギフチョウに5令盛食

期の家蚕の膳を移植したo この結果移植後 3-4ケ月で 卿 ヒ直前まで 分化し

て,移植し剤 論の分泌棟能のあることをみとめた○賓験結果において酎 茜ホル

モンが直接に新化に導いたというよりも,脳ホルモンが萌胸曝ホルモンの分泌

を侭したと推察でき, WrI･LIAMsの Plaiysamia (,⊃賓険と一致する もので

あるが,家蚕においても先す脳ホルモンが前胸腺に作用して撃態が起るという

考え方が成り立つと思われる○帝扇田等のいうように臓ホルモン枚挙態には無関

係なものではなく,間接に閲係しているものと考えられる○ (*市川衛 :京大,

理動 ;入鹿憲二 ;同;西五辻淳子 :)

加 地 早 苗 ･大 垣 昌 弘

(ⅩVIII) ショウジヨウバェにおけ7uNitrogenmustardによる

表現型模寓の誘発について

Drosophilamelanogasierの Oregon系統の幼轟を醇化後 !i･0-100時間に

おいて NitrogenmustardCIも･N(C打2･CfI2Cl)_･HC12%水溶液で1時間虚

理したO幼轟はすべて 25oCで飼育し御化した個体をしらべると表現型模幕の

誘聾が見られた｡その大部分は眼の異常で Bar(或いは eyeヱess)であったが,

輝の異常 (notchyや incomplete)のほか,趣 く少数の嘱角,物,肢の異常個

体 も出現した｡誘聾個体の大部分は左右不相稀であった｡

誘聾率は卿 ヒ後乃時間前後の幼轟で最 も高いが,80時間以後で低 くなる｡こ

れは威畠原基がその時期に決定されるものと考える｡40-60時間においても誘

聾率は低いが, これは成島原基の competpnceの相違によると考えら石.磨

理時の温度が 16〇Cの時,新化率は 31.6%,30oC虞理では 14.0%で,著し

く低いが,表現型横幕の誘牽率に差は認められない.
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酒 井 研 究 室

酒 井 寛 一

･(Ⅰ) 植物集馬の異型個体間における競争によるバリアンス

イネで生産力その他の形質で異なる2品種を色々な組合せで混栢したところ･

6回反覆のバ.)･7ンス分析によって1株悟重 (粒収量)は品種及び晶租×虚理

で,積数は品種で,1穏平均重は品種×虞理で有意の差をえたO即ちイネでは

異型の隣株によって少なくとも生産力に影響をうけ,本来の遺伝子型から偏向

した表現型を示すこと̀が賓讃された(第1表)0

弟1表 イネの株常稽置,秤数及び1標平均霞に及ぼす典型憐株の影響

形 質 ]品 種

株 首 筋 串 (瓦 )*

株 静 村 数

M ill.67
E 】17.93

雷 鳥 :76引

･･1.r川 ~ 1.T ‡:Ll.;

*) 陳株の影響は統計畢的に有意

二二二画 二~~卑 ____β_I_胴 体
雨凝(24糎)異型 順 ,*(ユニ糎嘆垂二~車重 奥

18.67 . ]9_.17m ) 21･07
冨:…望 1g:芸… 【15:三吉
i.･88… t 壬:冨e) .を__SL

この異型個体問の競争によるバリアンスを雑種薬園にて求めたところ,次の

結果を得た｡

(I)F,戻交寵の次代の某国

爾庚交配群の競争によるバリアンス(♂ce)合計を単性雑種で求めると,

n n_1n n rl-1n
oc%(BPl+BP2)- Llcl･L'+ 2 21 ciCj+ 2 αie+ ll21αiαj･････:-(1)

但し ciは周囲i番目のホモ個体の競率九 αiは同じく-テロ個体の競争力O

-定の畦幅林間で栽培された場合周囲8個体の影響は,

6C牡(BPl+BP2)-(C2+α2)K

但し K-3kle+3k2'1+10k32+4klk2+8klk言 8k2k.,で kiは距離の由 (klは株

間,k之は畦幅,kRは封角線上の株とG'=間隔の各虚数 o

n個の遺伝子が開輿するとき ･

6C'Z(BP,+BP,)-(C｡?+cb2+-･･-+cnl'+α,2+α22十･･･-=･+a-n2)Ⅹ -(3)

ca't'+cb2+--+cn?-C,αa2+αbe+･････-･+αn2-A とすれば

6㌔(B)-(C+A)K

(2) F2集 圏
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n n-1 Tl n･1 n

6C3(F2)-2.ci2+ iE2 ciCj.i(in5αi2十･2E2 qiq･,･- ･･････-･･････(5,
1-1 敏i=1j=1十i i-1jニ11･J'

6C'Z(F2)-(C+iA)K

(3) F詩集 圏

qc2(F.･,)-言(C弓 A)K■-

(4) 雑種(g+1)代目の集園

6C2(Fg.1)-慕 (2gC+A)K
このバ リアンスは植物の量的形質の遺伝子分析における雑種集圏のバ リアン

ス分析に無頑できぬと共に梧物の集囲遺伝学的研究にも看過されてはならない.

(II) 植物育種における選樺の理論的研究特に遺伝子組換との関係

量的形質が屡々多数の連鎖する遺伝子によって交配されることは既に明らか

である.本研究は白砂陸植物について遺伝子組換と選韓との関係を理論的に探

究しようとするものである｡

(I) 簡憧後代におけるホモ個体の割合

各染色体上に2個ずつの選云子が 塵をしめ平均組換慣 αならば,難撞後代

におけるホモ個体の割合は次式で表わされる｡

PT2-nlrI+[α2-±'21⊥α'ア]nIR
但しRは染色体数,nは分離世代数｡

(2) 分離世代における優性遺伝子の避棒の効率

優性表現型について選拷した時その中のホモ個体の割合を選経の効率とよぶ

とすれば,

i)遺伝子組換のない場合の選程の効率

Er-(芸 ∃ )r

但Lrは褐立遺伝子の封の数O

ii)2個すつの優性潰伝子が相反する時の選掻の効率
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但し 九l-を[(1-a)1､α2],九2-i-[(1-α)-α'l]｡
(3)優性表現型の数と選韓の効率との関係

我々が育種において賓際に知 り得るものは分離集圏における優性表現型の敏

のみである｡

i)嘱立通転子の場合の選棒の効率Eと優性表現型の敦Dとの関係は

Ⅹ】-
logH信認-一m- ･･-･-･-････-･-･･･-(4')
-og,0(芸+2nl.･l)

ii)2個すつの優性遺転子が相反する場合,

K2--

但し A…1+九lm-

log.a(註 ･書)

九之(1一九2tl)
1- ^2

----･-･--･･(5′)

(4) 有効な選捧個体数と基本集圏の大きさ

次代にホモ系統一つ以上を99%の確率でえたい時に表現型で選擦すべき個体

数nは,

n≧怒 o(IO蔑

叉この場合に養成すべき基本集園の大きさNは,

･≧11.% 錯

以上各式によって導かれる数値は 自殖性植物の育種において選操を行う時

期,その効果,基本集圏にとるべき個体数及び選撞個体数其他について理論約

枚嬢を輿えるo



43

酒 井 寛 一 ･後 藤 寛 治

(刀) ヘテロシスに関する研究

ナスとトウガラシとについて 1950年よt)木研究を開始した｡1950年はナス

41品種につき品種間に61組合せをつくり,それぞれ探唾した. トウガラシは5

品種につき,内2品種の各4個体を検定親として,これに各品種内一定個体を

交配し,碓計317組合せをつ くった｡これらは同時に白殖も行った｡1951年以

降においてこれらは,組合せ能力が検定され,-テロシスに開輿する遺伝子分

析が進められる守象定である｡

(Ⅳ) 塵的形質の遺伝学的研究

ナス,トウガラシにおける上述の交配組合せの中,果形,果重,花器その他

について特異な敬組合せについて,これ ら量的形質の遺伝子分析を行おうとし

てレ､るo

(Ⅴ) レンゲソウの遺伝育種学的研究

1950年より30健の地方種を集め,各種形質につき系統分離を行 うと同時に自

殖を行い,剰こ叉コルヒチンによる四倍体育成を目的として賛験を纏唐している.

後 藤 寛 治

(ⅤⅠ)Zinniaの譲状花に関輿する遺伝子の分析

(1)預献花の型に関する考察

Zinniaelegansの頭妖花の型は,最も単純な畢重と八重とに分けられるが,

それらの中間には,畢垂から完垂八重に至る間に置切をつけることが困難な多

数の階級がある｡数理遺伝学的な虞理によって,このやうな量的な形質に閲輿

する遺伝子の分析を行う目的で,畢重と完垂八重との問に,品種内の個体間で

5組合せ,品種間で1組合せの交雑を行った. 叉,同じ八重型にも,管妖花を

混合する型があり,舌妖花(所謂花塀雌蕊のみ)と管妖花が層状をなして交互に

配列する型や,舌状花が一骨で,夷に管状花が大部分を占めるが,頭妖花の項

部で両者が混在する型等があり,畢重卜完全八重に加えて七つの型が分塀でき
iこl

充ので,それぞれの型につき白花磨粉を行ったO例えば,舌状花が一層で 26
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枚,次に管状花が 194,上部では,舌状花138枚と管状花 33が混在する型を,

ポ●-ラベアの 1̀個体で観察した｡更にこの型に屠するある花の上部を分析して

観察したところ,舌状花 22個管状花6個,叉舌状花 20個管状花8個が順に

正常な花をなし,最後の管妖花の中に,四つの暗型花が混わ,次に舌状花 15

枚が正常で,練いて多数の崎型花が認められた｡崎型花と栴するのは,管妖花

の花管が,舌状花に襲形しようとする過程にあるもので,色々の段階がある｡

この場合花管の突端部の五つに分れた部分 (正常では黄色)の1片が,花非と

同色となt),花非に類した大小様々な型に迄伸長することがあり,又管状花か

ら舌状花-の移行が充分になるにつれて,雄蕊の退化が明らかになる傾向が認

められた｡同様の現象は,他の型の花でも叉他の品種においても,管状花の暦

から正常な舌妖花に移行する際に見られた｡

(ⅤⅠⅠ) リボ板酸ソーダが植物の体細胞分裂に及ぼす影響

体細胞分裂を行っている植物の組織で,I)ポ核酸ソーダ魔理の結果,二種の

減数型の分裂が見られることについては,HUsxINS (1948)がAlliumcebaで

詳しく報告し,更に W ILSON andClqENG (1949)が Trilli2fm 屡を材料とし

て,その際相同の染色体がそれぞれの側-分れる頻度の高いことを茸遼した｡

本茸験はかかる異常が起ることを再確認すると同時に,接合減数の経過を観察

し,その機構を究明しようとして行われた｡

Trades･caniiallaludosa(2n-12)を材料として,1)ボ核酸ソーダ1%水溶

液で 12-24時間虚理し, ナワシン液で固定,12-18〃の厚さの切片きし,

-イデン-インの錬明答-マトキシ1)ンで染色した｡

観察の結果を奉げると次の如くである｡

1.極少数であるが,6本すつの短縮した染色体が,一つの細胞内で接近し

た岸巨離にこっの分離群をなすか,叉はその過程にあると思われる像が親察

された｡

2. 二つの染色体群が着るしく凄近したまま塊状をなす後期の像が見られた｡

3. 中期の排列に種々の異常が認められた｡

上記の賢験に封比して,低温下の虞理と分裂異常との関係を明らかにするため,

賛助は経緯されている｡
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辻 円 研 究 室

辻 田 光 雄

(Ⅰ) 漣伝的崎形苦の費生遺伝学的研究

(I)崎形発現における卵細胞質内の稜の役割

材料とし奥のは大村氏(′33)蔑見の腹部崎形題であるOこのものは腹部第5節

を中心としてその前後の 1-2環節において崎形が背腹面に現れる｡時形の形

状や程度は様々であるが,極端なものでは 1-2環節が妖如し,叉 ト2環節

の片側だけが滑失して ｢くJの字形に曲ったものから極めて塵変の革に環節境

界が多少異常を呈するものまで種々の轡異がある○尾角の数 も2本ないし教本

の多きに達するものがあり,その現れる位置も国々であるo内部器官例えば菊

門と気管･背泳管,筋肉,神経凪 マルビギー管,絹頴腺,生殖巣,中腸等が

崎形を呈し･中にも生殖巣の埼形は額著であり,その数が片側或は両側が1個

増して重体で 3-4個となったものや反封に片側が駅如した ものがあり,精塁

や卵管の数 もト6本の襲異を示す｡なお外観は正常であっても離 巧器官が異

常を呈するものもある｡ この時形題系統は浸酸しなくとも多数出現するのが特

徴で,大嘘50-80%の出現率である｡正常とのFlではいずれを母体として

も正常で,F2ないしF.,以後少しすつ蹄形が現れるが,そのEtj規率は極めて低

い｡但しこれは環境の影響を強 くうける｡

崎形 (大村碕形系統)発現に於ける卵紬抱国内の核の役割を示す横式筒 .

∈)
㊨ ㊧ ㊦ ㊦
妄 言 言 ?.

㊨ - - ○--;≡:aq:芸o?;::::::
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正常蚕を雌とし碕形蚕雄を交配してその産卵直後1時間以内に400-41oCの-

高温に1時間接鯖せしめると,卵核が退化し卵内に入った二つの精子の合一せ-

る板に●由奔する歴子,即ちメロゴ三-によって多数の個体が獲られるが,この

場合殆ど経てが既述の特徴ある時形霊となる｡その他いろいろの組合せと蹄形

襲現との関係は前頁の挿圏に示す如 くであるo

上述のところで明かなように,この系統での櫛形牽規は卯細胞質の正常系統

であるか審形系統であるかのいすれを間か車,絶て敬育する歴子は核内のホモ

の遺伝子の影響を強くうけるものと考えられる｡

(2)晴形表現に封する環萌の影響

大村博士 (′49)の賓験による如く一般に浸酸の刺戟によって遺伝的蹄形系統

の時形出現率を高め ることができる｡大村崎形系統では浸酸虚理により80-

100%の瞭形を分離せしめることが可能であるO このように環境によって一敗

唇の殆ど垂個体を崎形にすることができるが,私は反射に環境の襲化によって

暗形蚕の出現を殆ど皆無にしうることを琵明しえた.即ち略形系の霊卵をその-

産下直後高温 (約25OC)に 10-15時間保護し,分裂核が卵周に移動排列しつ

つある頃から20-30時間即ち休眠挺子の略でき上る頃までの期間を低温 (約

150C)に保護し,その後冷蔵したものでは殆ど基部が正常霊となる｡一方産卵

後36-48時間高温で保ちその後冷蔵したものでは50-85%の蹄形荒を生じたo

この結果から見ると産卵後 10数時間後から約1日間に環節が裁然と決定され

ることになり,この感受期間における環境をいろいろ襲えることにより,略形

の出現率を0から100%までの間をある程度白由に襲化させることができるo
■

遺伝子が教生の初期において環節決定の調節に興ることは既に第1報で述べ

たが,同時にその表現は環境によって大いに襲化をうけるものであることが刺

るO但し2-3代正常の牽現をなすように特別な蓋卵虚理を施したものを,良

っぅの取扱いにもどすときは再び50-80%の略形出魂率を示すようになる｡即

ち上述の葦験結果は遺伝子そのものの襲化ではなく,環境による遺伝子の形質

表現の差異を示すものであるOこれはちようど化性の場免 震卵が生種となる

ように毎代低塩催青によったものであっても,一度高温催青にもどせば叉黒徒

を生するのと同一の理論である｡
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(班) 森課のE複封立遺伝子群に馬する新しい遭伝手に関する研究

最初幼島の第4腹節に過剰の星紋を有する優性突然襲異体 (2S富)として尊

兄号れた02S憲同志を交配すると2S憲の他に若干第4腹節と第6腹節に星紋

を有す署を分離する｡この3S慧同志10数代重ねた時,3S霊同志交配せるものか

ら第3膜節にも小星紋を有する4S署が分離するようになり,こゐ4S霊同志の

交配から第3･4･6･7腹節にも過剰星紋を有する5S雷を分離する系統が獲ら

れたoレ､すれの多星紋系統もこれらの遺伝子に閲しホモのものは覆生畢的に異

常があり,特に第 7･8腹節に過剰腹肢を生じて広子形成の末期か樹 ヒ後間も

なく舞死する02S署系統の著しい特徴は時々一定の突然奨異体即ち重 ｢い形｣

鷲や無星紋欝を生することである｡ このうち前者は第 3膿節に過剰 ｢い形｣

斑紋を有し星紋を炊 く｡この系統の代を重ねて行 くうちに,第 3･4腹節に過

剰 ｢い形｣斑紋を有する 3重い5Lf雷(3重い)を混するようになった｡そして

これ同志を交配すると第3･4･5腹節に過剰 ｢し､形｣斑紋をもつ4重いが獲ら

れ,さらに4重い同志の交配により5重いが生じ,このようにして淘汰を重ね

て最後には第2腹節から後方の各項節に ｢い形｣斑紋をもつ系統がえられた｡

いずれの重 ｢い形｣薫 も致死作用をもち*lモの個体は異常歴子となり反持しえ

ないで死ぬoこの異常肱子は腹肢,剛毛の排列などが胸部の如き形態を以て後

部環節に及んでいる｡なおへテロの個倭も歴予期叉は鰐化後死ぬものが多い｡

無星紋雷は第5腹節に星紋を炊くが致死作用墜重くもたないO

交雑試験の結果から多星紋,重 ｢い形｣叢の遺伝子 (無塵紋の遺伝子分析比

未了)は複封立関係にあり,第vI染色体の0.0に位置し既知の10遺伝子群の仲

間入りをするO多星紋は高崎氏(′47)のEc'とは明かに違うし,無星紋はEcrに

外観似ているが致死作用のない鮎で重く異なる｡ただ重 ｢い形｣霊は市川氏

(′43)の新重 ｢い形｣蛋 (EN)に非常によく似ている｡

(Ⅳ) 腺病麓の細胞病理学的研究

弟(2)報 多角体の形成過程とその内部構造について

核内において多角体が形成される過程を脂肪細胞と虞皮細胞の生の材料と固

定材料について細胞学的に観察した｡細胞核がバイラスに侵されて襲化する過

程において多くの場合染色質は棟内の-局部主として中央忙凝集し,その周囲
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に無数の微小な頼粒が存在するoそしてこれらの間に硝大きな類粒が形成され,

これが次第に大形とな り多角体となる過程や･多 くの頼粒を生じこれらが集圏

を造 り,この集圏が新に生する蛋白性物質に包まれて多角体が形成される過程

が見られ,最後には凝集した染色質の部分にも多角体が生成されて染色質塊は

滑失する｡しかし時には染色質は凝集せすそのまま崩褒しこれに代って頼粒若

しくはこれが双球状ないし珠数状に蓮った物野 ミ現れるOこれらは極めて小形

のものから増大して生するように見え,このような頼粒が集塊を造 り蛋白で包

まれて同質状の多角体となる.以上の観察から多角体の形成においてその中心

ともなるべき物質の存在が考えられる｡これを偶に中間型と名付けるo

次に多角年を薄いアルカリで溶かすとき多角体の周囲の陳が剣晩した後その

内容が現れる｡この場合屡多角体の形成過程に見られる中間型がそのままの形

態で融け出し,時を経ればこれも次第に溶解する｡電子薪微鏡で見ると中間型

は梢厚い膜状物 で包まれ, これが溶けるとその中から樫 50-120mFLの粒子

と幅50-100m〃,長さ300-350m〃の棒状ないし小満状の物質が現れるo後者

の両端に近 く前者と略同大の粒子が含まれる｡これ らの粒子や有形体はバイラ

スの増殖生長と何らか密接な関係を有するものであろう｡

多角体を構成する大部分の蛋白はバイラスの増殖生長に伴い,その生理的作

用によって生成された産物であり,バイラス活性はもたないものと思われる｡

第 3報 多角体の蛋白生成についての細胞学的軌察

･固定材料及び生の材料を用いて多角体形成の過程に現れる有形物質について

メチ_ル ･グリーン,ピロニン,ク1)スクル ･バイオレット トルイヂン･プ

ラウ,サイオニ-/,ヤヌス練,NADIの混合液等に封する反旗を観察したO

次表に示す如 く完成せる多角体は一般にいすれの色素にも染まらないoしか

し多角体の小形のもの,多角体の未完攻のもの及び中間態士その周適はピロニ

ン等の盤基性色素に強 く染まるOこれらが 1)ポ ･ヌ-クア-ゼを作用せしめた

後は染まらないことから見れば RNAの存在することを示すo

NA.DI混合液に封し多角体の初期,増大しつつあるもの及び中間態が陽性の

反感を皇する｡即ちこれらの物質がチトクロ-A,チ トクローム ･オキシダー

ゼ等の呼吸酵素を含むことを暗示するo
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多角体形成過程の染色反麿

同 党 材 料 及 生 鰹 材 料 生 捜 材 料

妄言二㌢恒-.'LI･指PJ,Uト巨',L･三㌢ぽイオニ
色 便 雁l色 慢麿i色
蒜ヌス匝 鴫 合液

多 角 体F一一l-I-l-I- 一圭一
爾 ｢三二直LT亘 十三｢=亘ロコ垂下頂萄~｢=171語蛮

壷TTl両 手画二甘‡1雷麗:土l設F十

多73体未完成をのもの l 緑ぎ+ぎ赤
l 紫h一匪紫巨桓紫トト回 諸藁
壷丁二一極片画1 1-下層語

上述のRNAや呼吸酵素は多角体の蛋白生成に何らか重要な意義を有するも

のと考えられる｡

正常細胞の聾生においても遺伝子の支配をうける働き手 (活動性の額粒や繊

維状物)を中心として細胞内分化や代謝作用が営まれるが,この場合働き手た

る有形物質にはRNAや呼吸酵素の存在を琵明し得られる (辻田 ′48,′5Ⅰ)｡こ

の事茸は遺伝子が働き手を通じて形質を豪現する過程と,バイラスの槍靖,坐

長に伴い多角体の形成される過程とが似通ったものであることを物語っている

ように思われる｡

辻田 光雄 ･坂口 文書

(Ⅳ) B.H.C.による憲の構母細胞染色体の異常分裂

NYLOM &KNUTSSON (′47)は玉葱の根端細胞 を B.打.C.ry一異性体で虚理

するとその有瀦分裂が妨げられると述べている. 著者 らは B.H･C･被晋悪党

の精母細胞の有耕分裂が著しく撹乱される事賓を観察した｡その大要は次の如

くである｡

B.H.C.(γ-異性体含量0.5%)で5齢3日日記党を魔理し, これを材料と

して一定時間即ち 10,20,30及び40時間後に精母細胞の有轟分裂を観察した｡

但し封照としては健重な霊兄を用いた｡

10時間後,精母細胞分裂中期の赤道板で正常の28個の他,26個,27イ国,29個

30個の染色体が見られるものがあり,そのうちには単層染色体と思われる小形

のものや数個融合した大形のものが認められた｡側面艶では赤道板上に排列す
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る大部分の染色体から離れて 1-数個の染色体が見られるものがある｡この異

常行動をとる染色体中にはやはt)小形のものや数個融合した大形塊状のものが

ある｡さらに分裂後期において大部分の染色体が両極た移動した後においても

なお 1-数個の染色体は赤道板附近に嬢存するものがある｡

時間の経過と共に染色体の異常分裂や染色体の融着等が著しくなる.30-40

時間鹿過したものでは赤道板上の倍加した染色体のうち,一方の極へはその単

数が紡錘糸により牽引されているにもかかわらす,他の年数は他の極へ牽引さ

れす赤道板上に凍存するものがみられる｡

上述のようにB･H･C.虚理により精母細胞の染色体の分裂が甚だしく擾乱さ

れ,又染色体の融着が起るが,これは B.H.C.が精巣円に盗透し原形質に異

常をきたさしめ,その結果紡錘練の形成が妨げられるのと,染色体自体の弊質

によるためと考えられる｡

(Ⅴ) B.H.C.鹿理によI)種られたトリゾーミックの鷺

NYLOM & KNUTSSON (′47)は B.H.C.ry-異性体を植物の育種方面において

コルヒチンの如 く人工的倍数体の育成に鷹用することができるのではないかと

レ､つてレ､るo

著者らは NYLOM らのいうところを雷にあいて適用しうるかどうか を知 る

目的で茸酸を行ったが,複期した倍数体の形成には成功しなかったが,第2染

色体の不分離現象によるト1)ジーミックの個体がかなりの頻度で出現するのを

認めえた｡以下その概要を述べる｡

5齢葺兄 (遺伝子型 PSpM)200頭に封L B.H.C.(γ一異性体含量 0.5%)を

撒布した桑葉を輿えた結果大多数のものは中毒により発死したが,このうち雌

1頂 ,雄5頭が生き凍った.叉桶 (遺伝子型 PSpM)50頭に封し薬剤を撒布し

た1亮から雌 1頭が御化した｡

これ らのものを正常の雌及び雄に交難し次代を調べたところ,雄叢兇鹿茸の

ものから例外型たる黒締暗色斑6頭を生じた｡このうち4頭 (早 :令,3:1)が

生存し御化したので,これを正常と交雑した｡産下せる卵は殆んど正常の大き

さであったが,そのFlは次表の如 く黒縞と暗色の他,黒縞暗色斑と形霊を分

離した｡
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例 外 型 と正 常 との Flの 分 離

r

巣幣誤諾常; 119 f147
この籍果からみて例外型は第2染色体に開しト.)ゾ-ミックなることが明ら

かである｡

表中の重複斑と正常との Flは上表と殆んど同様の分離をなし,叉重複舞相

互交配にあいても形窓を分離した｡

なお上記異常型の細胞学的観察を行い染色体の数,形態及び行動からも重複

錘が ト7)ジーミックによるものである事を確認しえた.

現在例外型と正常との交雑によリト7)メ-ミックの系統を保有し,後代を謁

べてレヽるo

(研究業績終)
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---一一1960.ラムシユ育種法に関する二,三の知見.遺伝学雑誌 52:261-282.(島崎

佳郎共著)0

TAXENAXA,Ya 1950.Noteoncytolog三calo'bservationsincolchcum,with

referencetoautotoxicosisandsterility.Cytologia16:95-99｡

竹中 ･LrG 1960.三倍体の不稔性.漕伝の綜倉研究 I :139-143｡

一一 1950.イヌサフランの稔性と自家中毒との関係.遺伝学徒誌 25:26雪｡

- 1961.クワソゾウ鹿の核型と不稔性.遭伝の綜含研究 Ⅱ.

一一1961.タバコ展植物の細胞潰伝学的研究.I.染色体O

田中義嘗 1950.淘汰の効果と退伝子の襲異性.遺伝学雑誌 25:238-239｡

-- 1960.梓窯の越年性と環境特に日長効果.I一･Ⅱ.日本貰糸学魯雑誌 19:3681371,

429-446,580-5900

- 1951.同上 Ⅳ,V.同港 20:1-9,132-1380

- 1951.若の星紋の潰伝学的研究.潰伝の綜今研究 Ⅱ.

辻田光堆 1960.起環の体表に現はれる褐缶一班鮎の由来とその道伝.遣伝学報韻 25:770

- 1950.不安茸な退伝子による課の顔枚挙化.同誌 2,ラ:260｡

hr1951.家茸における遣伝子と形質とを桔ぶ働き手に関する研究｡

- 1961.黄色致死茸の潰伝学的並に細胞組織学的研究.驚糸試漁場報告. (梅谷興七

郎共著)0
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発 表 講 洪 昭 和 25年

稀 l讃 表 音l時 期･t●合
潰伝学牛世紀の華達と鷹用

淘汰の効果と遺伝子の襲異性
甜菜の三倍体による育種

入籍倍教体特に三倍体による育種

コムギ五倍社程よむの零染色体植物の研究

甜菜三倍箆の相 成帯とその封策

三倍体の利用による育種

三倍体西瓜における挨木に関する研究

性染色体の進化

クワyゾウ島使物の倍数性と不稔

昌晶畏妄詣 宗諾 娼 霊芝悪露 讐讐群の粗換について

一粒系小赤の小穂における左右性の決定

集顔の ｢有効な大いさ｣について

テyトサムシを材料とする進化潰伝学的研究Ⅰ.Ⅱ

イネの染色体研究節S報就敷分裂の日遅期性
イネのラムシユ育種法に関する二三の知見

植物集圏における異型個体間の就学によるバ9アyス

茸見中腹皮陵の細胞化学的闇察
遺伝子と形質とを結ぶ働き手に関する研究

不安定な潰伝子による茸の班紋襲化

S,ヨウジヨウパ工における CuS0.4 の抵抗性について
ショウジョウバエの低温抵抗性とその遺伝

泣伝子の表現過掛こおける襲態ホルモyの作用
エ])サyの肢原基移植兼敏の内分泌的考察
高速度遠一鳩 による崎型荒の誘賛とその解析

25.10.17
26.10.16
26.6.4
26.7.8

26.10.16

26.ll.8
26.ll.18

26.10.3
26.10.17
25.8.30
25.10.16
25.4.1

26.ll.3

25.ll.4
25.ll.10
25.10.19
26.10.19
25.ll.4
25.4.9
26.3.30

25.ll.4
28.ll.4
:/5.10.7

26.6.27

26.4.23

坂 口 文 書 226.4.

場 1 聴 講 者

日比谷会合堂

東大等学部講堂
日本甜菜製糖本社

京都工繊 維大学

東大嘗学部講堂

札幌明美ビル

園立道伝研倉読室

木原生物学研究所

東大理学部2鍍詑講堂
東大理学部2競詑講堂
東大等学部講堂
名大等学部講堂

東大習学部講堂

東京農業大学

囲立退伝研督訴董

東大署学部講堂

東京桑葉大学〟
農林省茸糸拭臨場

東大理学部

東京農業大学
〟

名古屋大学

京大理学部講堂

京都畢轟大学

農林省欝糸試漁場

一 般

日本遺伝学合関係者
甜菜関係者

松村堵俄講涙骨

日本遺伝学倉大倉
甜菜関係者

静岡育種学談話倉,三島藩伝
統話合
木原生計関係者倍数作物協倉見
染色休学昏関係者

遺伝の綜含研究委員倉関係者

詰 竜第 ㌢ 曾

〟
東京農大 60周年記念講添合
三島遺伝談話骨

日本遺伝学食大倉

東京農大 60周年記念講涙含〟
El本寒糸学合大倉

遭伝の綜合研究委員･&謝係者

東京柴犬 60周年言2念講演合〟
日本動物学舎

日本遺伝学合 京都萩話合
日本動物学倉近畿大倉

日本某糸学食





57

V 出 版 及 び 園 書

年 報

書 名 蛮行回数 頁教 讃行部数 配 付 先 備 考

1,｡｡｡部 等韻 語 幣 盃 詣 宗 9月
国立潰伝学研究所 和英爾文 70頁 各

年 報 年 一 回

寄腹囲書目錬 (1950)

大阪大学等学雑誌 (大阪大学習学部)

九州農事試験研究讃表昏講演零旨 債 林省葦事試験場九州支場)

異学研究 (大原農業研究所)

研究抄報 (文部省研究選による)文部省科学教育局編集

生 物

資源科学研究所嚢報 (資源科学研究所)

第二水産講習所研究報告 (農林省第二水産講習所)

学術月報 (文部省大学々循局)

静岡塁林専門学校 研究報告

潰 伝

服部植物研究所報告 (財圃法人服部植物研究所)

鶏の研究 (鶏の研究示土)

染 色 体 (財圏法人染色体研究所)

異学研究所乗鞍 (東北大学農学研究所)

研究莞報 (九州大学温泉治療学研究所)

静岡塀立異事試飯場 創立五十周年記念論文集

天敵利用に脂する試験研究 静岡喋立農事試験場

育種と農塾 (京弧 育種と農垂社)

BulletinoftheTokyoinstituteofTechnology

農事試陵場嚢報 (農林省貴孝試験場)

蝶愚による相の被署に関する研究

鼻の踏匿の生理学的研究

甘藷塊取形成に関する研究

作物の限毛に於ける原形質流動に

関する研究

農林省農事試漁場報告
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潰伝の綜合研究 (道伝の綜合研究委鼻骨伊野革帯)

北海道大畢理学部紀要 (北髄 大学)

動物の遣伝と育種 (動物育種遺伝学改選) 田中義麿

若林試漁場嚢報 (農林省老練試漁場)

若輸試験場報告 ( ly )

TheTokyoJournalofAgriculturalResearch

宇都宮大学学費学部 研究論集

植物バイラス病研究報告 (養賢堂)

奉鶏の日本 (奉鶏のE]本社)

島根牒立農林専門学校 研究報告

体質等学研究所報告 (熊本等科大学体質孝学研究所)

理科報告 生物学 (東北大学)

電気通信大学学報 (電束通信大学)

預防衛生研究所 年 報

たばこに関する報告 日本尊棄公社

内国産萄陸軍解説書 (専責局) ▲

試験調査貰項 (日本等東各社)

煙草耕作の要訣 (専葺局鹿兄島津草試験場)

哲草耕作参考資料 (専費局)

大東亜壇草病寄曲目錦 (専責局)

土壌消毒剤としてのクp-ルビク.)ンの使用法とその効果について (専菜筒)

昭和 24年タバコ作用農薬について (専賓局)

爾切紙巻堕革製造法敦未 (専巽局)

秦野試漁場 昭和 11年要程報告

秦野試漁場報告 (専東岸秦野粥漁場)

水戸試換場 昭和9年業程報告 (専棄局)

水戸試殴場 昭和 10年業樫報告 (専責局)

水戸試験場 昭和 11年薬草報告 ( ll )

水戸試換場報告 (専東岸水戸試験場)

岡山試換場 昭和9年業程報告 (毒草局)

岡山試験場 昭和 10年業程報告 (革棄局)

岡山煙草許漁場報告 (専糞尿岡山試漁場)
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鹿兄島試漁場 昭和 10年業程報普 く等責局)

鹿兄島試臨場 昭和 11年業樫報告 ( (/ )

鹿兄島試験場報普 く等賓局鹿兄島試殴場)

煙草の栽培と病魚昔防除 (日本等責新開協合刊行)

たばこ讃本 学陽書房

外国よりの寄贈図書 (1950)

イ ギ リ ス 36

ア メ リ カ 31

スウ ェ ー デ y 26

ス ペ イ ン

ポ ー ラ ン ド

スコッ トラ./ド

8

LO

4

ポ ル ト ガ ル 3

ニュージr-ランド 1

計 114部

購入図書日放 (1950)

和 書 最近の生物学 他 162鮎

洋 書 Shull:Heredity他 150鮎

和 雄 番 迫伝学雑誌 他 11鮎

洋 難 詰 注文を襲したが入手できなかった.
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Ⅶ 賛 験 圃 場

圃 場 粗 面 親 6町 6反歩

(未耕地を含む)

圃特別市親友栽培植物

園 番 面 積

西 一 番 固 700坪

西 二 番 固 1960坪

西 三 番 圃 1960坪

栽培 植物

一 股 作 物

〝

〝

東 一 番 図 700坪 宿 根 性 植 物

東 二 番 固 2700坪

東 三 番 固 2800坪

東 四 番 圃 2800坪

東 五 番 固 2900坪

本年度に於ける重なる研究掲載培植物

宋 耕 地

未 耕 地

桑 園

未 耕 地

小葬及-ジp-ブス

茄 ･唐辛子 ･ジエア･コスモス･アスク-･三倍性西瓜 ･四倍性甜瓜

四倍牲大根

箆噺 (箆碗欝用)

塩草 (各種)

甘蕉 (瓜瞳弄,印度系,在来系)

削 巴作物 (ルービV,大豆 ザ-トウイッケy･レンゲ)

桑 (養欝用)

圃場記象挨拳

圃場詞設に削 ,その大部分は未耕地であったので本年度においでは先ず西一･ニ,≡

栄一束四番圃 (面積合計2町7反歩)の耕趣整地をトラクタ-を使用して1月 17日から

1ケ月飴の時日に亘って完了し'整地終了後直に覚陵用作物の栽培に着手した｡一方新重

砲のため有機物質の柵 '土煙の中性化 客土等の必要があり･部分的にそれ等の作業を

進め土壌の改良につとめた0

本年癖 堕のできなかった土地は主に残存建物の関係からで,それ等の整理終了次第,漸

次耕連,整地する濠淀である｡
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本年度に放ける重なる責雛事項

餌場の開設 2町7反歩

隻数植物の栽噂

桑園開設

生垣 ･防風林 ･庭園樹の植栽

摸 ･紳樹 (研究動物用)の植栽

茸験に必要なる各種植物の蒐集保存

研究供託植物の栽帝に甜する賓故結果

茸蘇我堵

箆新譜飼育用箆蘇葉を10月一一11月に使用する場合に.如何なる栽培方法によれば,その

時期における採葉に適するかについて糞放し.次の結果を得た｡

滞積期BEJ及び切戻勢定による収量の比較 (20株平均)

9月 9日 E無 勢 定l未 成 熟 - LIOcm

(11月 21日調査)

7月 19日播種,無勢定のものは結果期に逢しており菜が強固となり.飼育用に不適の

ものが多い｡同日播種,切尿中定によるものは開花期に替っており,勤 ;大きく軟かにて

採集畳も多く採集に適する｡

9月9日輔瞳のものは琵菅が遅れ,採集に不適である｡この結果から10月,11月採英

の場合は7月中下旬に播種し,9月上旬にBU房男定を行うのが適静であるO
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VI庶 務
粗 繊

1. 名 構 国立潰伝学研究所

2. 設 置 年 月 昭和 24年 6月 1日

3. 所 長 名 小 熊 梓

4. 所 在 地 静岡喋三島市谷田 1,111番地 (電話三島 771-2)

6. 栴 成 部 門 庶 務 部

研 究 第 一 部

研 究 第 二 部

研 究 第 三 部

6. 土 地 及 建 物

土 地 紙 坪 数

内 鐸 本 館 敷 地

附 巌 屋 敷 地

圃 場 敷 地

そ の 他

建 物 絶 坪 数

内 評

24,524坪 98

2,60J坪

1,250坪

16,520坪

4,224坪 98

1,46王i坪 16

本 館 (延) 1,169坪 91

附 属 畳 293坪 26
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磯 指 図

十旦零狸 g?_::
:LLT重奏_i-.i-igl
ト;研究券六弧

Hr重奏_亘5-_Blj
t-･湖東諦J-iS-B'!
ト湖東一東漸

仁軍奏垣郵

[-I-''-｢ 点線の印は拡充予定の郎局を示す

定 数 及 現 員 ･校付以L
lBt=ト

現 員 j 1l 1i 2 1 3 】 21 3 喜 13 i l三日 38

関 係 溝 規

文部省設置法 (抜翠) 聖和 蒜 年 6#j71慧五品

.く国立の学校等)

第 13博 文部大臣の所轄737に.国立の学校及び左の機関を置く

国立教育研究所

国立科学博物館

緯度載測所

統計数理研究所
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国立遺伝学研究所

国立国語研究所

日本蛮循農

(辞建鼻音)

第 14輝 前儀の機関のうち,国立教育研究夙 国立科学薄物経,統計数理研究所及び国

立遺伝学研究所にそれぞれ評誘見合を置く｡

2･ 評議員骨は･それぞれの槻関の事業甘薯,経費の見私 人等その他の運営管理に関

する重要事項について,それぞれの機関の長に助言する｡

31それぞれの機関の長は.評最員合の推薦により,文部大臣が任命する｡

4. 評誘員合は 20人以内の許誘員で組織する.

5･ 評誘員は,辛.W 漁のある者のうちから文部大臣が任命する.

6･町居所員の推薦任期その他評議員合の組織及びJ重曹の細目については政令で定める｡

(国立漣伝学研究所)

第 21Ⅰ傑‡国立潰伝学研究所は,遺伝に関する学理の総合及びその贋用の基礎的研究をつ

かさどり,あわせ ⊂遺伝学の指導,連絡及び促進をほかる機関とする｡

2. 潰伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める｡

(以下第 30慨まで省略)

附 則

1. この法律は昭和 24年 6月 1日から施行する｡

(以 下 省 路)

文部省所轄機関組織規程 (抜葦) 要覧 2毒晶8#B35品
第6章 国立遺伝学研究所

第 30傑 国立遺伝学研究所の所掌事務を分掌せしめるため左の四部を置く｡

庶 務 部

研 究三第 1部

研 究 第 2部

研 究一発 3部

弟≡31博呈庶務部に庶務課及び合計課を置く｡

庶務課においてほ,左の事務をつかさどる｡

1･ 別に文部大臣の委任した範囲において,職員の人事に関する事務を虞理すること｡

2. 公文書規を撲愛し,襲達し,編集し,及び保有することC

3.公印を管守すること｡



66

4. 国立遭伝学研究所評誘員倉に関する事務を庭理すること0

6. 他部局の所掌に属しない事務を虞理すること0

6. 国立苛転学研究所の所掌事務に閲し, 迂路調整すること｡

合計課においては左の事務をつかさどるo

1. 濃募集を準備する等課昇に関する事務を虞理すること0

2. 経費及び収入の決算に関する事務を庭理すること0

3. 合計に関する事務を虞理すること0

4, 行政材塵及び物品の管理に関する事務を虞理すること0

6. 職員の衛生,腎療及び福利厚生に関する事務を虞理すること0

8. 億内の警備及び庶含その他設備の維持に関する事務を威理すること｡

第 32博 研究第1部においては,左の事務をつかさどる0

1. 人叛の形質に関する潰伝に関し,研究することO '

2･動物の形質に関する退伝に関し'研究することo

S. 植物の形質に関する潰伝に関し,研究すること｡

弟 33怖 研究第2部においては,左の事務をつかさどるo

1.細胞質による退伝に閑し研究すること0

2. 板による潰伝に関し研究すること｡

第 34怖 研究第3部においては,左の事務をつかさどるo

1. 清伝生理に関し研究すること0

2. 着伝に関する生化学的研究を行うことO

附 ,tlLl ■

この省令は,公布の日から施行し,昭和 24年 6月 1日から適用する｡

文部省所轄機開評革具官舎 (抜葦)裳和 等 年表 B271.8品

内聞は,文部省設置法 (昭和 24年法律第146競)第 14陳第6項の規程に基き'この

政令を制定する｡

文部省所轄携牌評議員奮今日次

第1章 国立教育研究所評議員禽 (第1儀一第9候)

第2章 例捧

集3章 国立科学博物騒評議見合 (第1引廉一第14債)

第4葦 統引･#理研究所評鼠員曾 (集16健一第17候)

第6章 国立遺伝学研究所評覇具合 (第 18修一第20傭)

第1幸 国立教育研究所評議員曾
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(所掌事務)

弟1偉 国立教育研究所に置かれる許薪貞脅 (以下この章において ｢評誘見合｣とい う)

は,左に揚げる事項に閲し審誘して国立教育研究所長に助言する｡

1. 国立教育研究所の行う長期及び短期の研究弼査及びその他の事業の計重｡

2. 国立教育研究所の行う研究,調査及びその他の事業の経費その他国立教育研究所C>

運営に必要な経費の見横｡

S. 国立教育研究所の人事その他､軍営管理に閲する蚤要事項0

4. 文部大臣は,前項の規定により推薦された候補者を連署でないと認めるときは,秤

議員骨に勤し,他の候補者の推薦を求めることができる｡

(組 織)

弟2傍 評議員合は,許誘員 16人以内で組織する.

2. 評誘員は,教育一学術,文化等の各界における学識経験のある者のうちから,文部

大臣が任愈する｡

第3輝 評議員の任期は,4年とし,2年ごとにその年数を改任する0

2. 許蔑見に故員を生 じた場合の補敏評誘員の任期:ま,前任者の残任期間とするo

S. 評議員は非常勤とする｡

第4傭 評議員により曹長として互選された著は,評誘員合の曾務を絶壁する.

2. 評議員により副骨長として互選された者は,曹長を補佐し,曹長事故があるときほ

その職務を代理する｡

3,曹長及び副曹長は2年ごとに改選する｡

4. 曹長及び副曹長が放けた場合における後任の曹長及び副骨長の任期はそれぞれ前任

者の残fT:期間とする｡

(脅 誘)

第5倖 評誘員倉の合議は,曹長が必要と認めるとき,叉評誘員の過半数の要求があった

ときに,合長が召集する｡

第6輝 評読点倉は,評誘員の過牛顛が出席しなければ,覇者を開き,誘決をすることが

できない｡
●

2. 評誘員骨の読者は,出席した評議員の過年数をもって決し,可否同数のときは,曹

長の決するところによる｡

(説明q要求等)

弟 7倖 評議員倉は,国立教育研究所の職員:に勤し'説明文は意見の開陳若くは資料の提

出を求めることができる｡

2. 国立教育研究所長は,評読点倉に出席して意見を述べ,又は国立教育研究所の職員

をして意見を述べさせることができる｡
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(庶 務)

第8輝 評誘員骨の庶務は,国立教育研究所において虞理する｡

(雑 則)

第9倖 この政令に定めるもの ほゝか,評議員倉の運営に閲し必要な事項は,評議員合が

定める｡

第2葦 国立博物始評議員禽 (第10健一第12)

第3童 国立科学博物館評韓鼻音 (第13億一第14懐)

第4茸 統計教理研究所評議員含 (第16慎一第17懐)

第5章 国立漣伝単研究所評建員曾

省 略

(所掌事務)

第 18怖 国立遺伝学研究所に置かれる評議員合 (以下 ｢国立遺伝学研究所評議員骨｣と

いう)は,左に掲げろ事項に開し,審誘して国立遺伝学研究所長に助言する o

1. 国立潰伝学研究所の行う毎年の研究及びその他の専業の封書

2. 国立遺伝学研究所の行う研究及びその他の事業の経費その他国立遭伝学研究所の運

営に必要な経費の見積.

3. 国立潰伝学研究所と他の遣伝学に関係のある機関との連絡に関する重宴事項0

4. 国立逓伝学研究所の人事その他の運営管理に関する重要事項｡

(組 織)

第 19傾 国立退伝学研究併許誘員骨は,評誘貞 16人以内で組関する0

2. 評議員は,教育,学術,経済等の各界における学識経験のある者のうちから,文部

大臣が拝命する｡

(準用塊礎)

第 20博 第1億第2項から第4項まで,及び第3債から第9陳までの規程は,国立退伝

学研究所評議員合にこれを準用するo

附 則

1. この政令は,公布の日から施行する｡但し,国立退伝芋研究所評議員倉に関する規

程は昭和 24年 6月 1日から適用する｡

2. この政令施行の後,最初に命せられる評議員のうち,年数の者の任瓢 ま第3懐劣 1

項の規程にか あゝらず'2年とする0

3.前項の評誤員のうち,任期を2年とする評誘員は'くじで定めるO

理 由

文部省設置法 (昭和 24年法律第146第)の施行に伴い,国立教育研究所,国立博物弘

国立科学博物騒,統計数理研究所及び国立潰伝学研究所のそれぞれに置かれる評誘員合の

評鼠員の任期その他評誘員倉の組織等について規程する必要があるからであるO
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諸 内 規

客 員 内 規

第1輝 この研究所に客員を置くことができる0

第2博 客員は退伝学研究に造詣熟 ､者で,この研究所において研究を希望するもの 内ゝ

から所長がこれを決める｡

第3偉 客員は所長の指示にしたがわなければならない.

第4輝 客員は遭伝学研究をなすため,この研究所の諸設備を使用することができる.

第6傾 客員はこの研究所の諸設備を使用してなした研究業績を,所長の承認を得て妻表

することができる｡但し,その場倉は其の旨を記載しなければならない｡

第8博 客員が研究空売をするには,この研究所の業績報告書を用いることができる｡

附 Rtj この円規は昭和 二百年14月 1日から他行すL･S｡ `

特別研究生内規

第1怖 この研究所に特別研究生を置くことができる｡

第2傑 特別研究生は,大学又は専門学校において関係学科を修め叉はこれと同等以上の

学力あるものにして所長が特別研究生として連署であると認めたものに限る｡

第3情 特別研究生として指導を受けようとするものは,所長あてに左の書類を凝出して

許可を得なければならない｡

1. 願 書 別紙様式による｡

2. 履歴書

8. 推薦状

ィ,大学叉は大学院に在学中のものは所属学長又は学部長の推薦状｡

ロ,大学及び専門学校卒業生にして未就敬のものは,最終学校の学長,学部長文は学

校長の推薦状｡

-,首藤,公私国造の委任によるものはその所属する長の推薦状｡

第4倖 特別研究生は所長の命にしたがわなければならない｡

第5輝 特別研究生の研究期間は1ケ年以内とする｡

但し1年以上研究を醸漬しようとするものは,所長の許可を得て更に1年以内期間を桂

長することができる｡

第6惟 時別研究生の研究に要する諸経費は原則として自己負抵とする｡

第7怖 官廉,公私圃盟から委任を受けて特別研究生となったものについては,前候によ

らないことができる｡

第8輝 特別研究生はあらかじめ指導教官の許可を得てこの研究所の諸設備を使用するこ
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とができる｡

第9博 特別研究生は所長の許可を得て指導を受けた研究業績を議長することができる｡

但しその場合は,その胃を附記しなければならない｡

第 10坪 特別研究生が研究業績を襲表するときは'この研究所の薬味報告書を用いるこ

とができる｡

第 11怖 この内嵐の施行に要する細則は別に定める｡

附 則 この内親は昭和 26年 4月 1日から施行する｡.

韓 電 生 内 観

第1偉 この研究所に練習生を置くことができる｡

第2傑 練習生は旧制中等学校,新制高等学校を卒業し叉はこれと同等以上の学力あるも

ので,迂伝学を研究しようとするものの内から所長が棟習生として適皆と認めたものに

限る｡

第3傭 棟習生を希望するものは所長に左の書規を捷出して許可を得なければならないo

1. 慮 書 別解様式のもの

1. 履･歴 書

1. 学業成鞭 明書

第4滞 練習生は所長の指示に随い,研究員の下で研究業務Z)補助に従事し遭伝学に必要

な学理と技術の指導を受ける｡

第6博 練習生は原則として給輿は支給しない｡

第6僻 練習生は随時研究所外に於て研究に必要な作業に従事することができるO

第7襟 懐習生の研修期間は 1ヶ年とするo但し必要のある場合は延期することができる｡

第8博 練習生には所定の期間を修了したときは,必要に感じ研修澄明書を讃行すること

ができる｡

第9博 研修期間中練習生として不適曹な行馬のあった場合は退所を命ずることがある.

ー附 則 この内規は昭和 26年 6月 1日から施行する｡

行事及び人事往来

1. 行 事 (昭和 24年)

7月 30日 第1回評議員合 (文部省)

10月 29日 文部省内に置いた事務所の糞際上の移韓をなす｡

12月 10日 第1回研究点種絡合議

(昭和 26年)

1月 23日 第2回許誘員骨
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2月 11日 講演骨 (静岡市会食堂)

2月 壬2日 〝 (三島労働文化骨頂)

3月 29日 研究員進路合議

4月 11日 合計検査

4月 B9日 崩壊法人遺伝学研究所理事合

口本遺伝学食費事骨

同 選考委員合

日本学術倉欝遺伝連絡委員合

同 育種連絡委員骨

6月 7日 職員1)クリェ -5,ヨソ (箱根行)

6月 26日 日本等真金社秦野たばこ試験場三島分室詞董式

- 5月 BS旨 菓冨田訂芝異音 - -

同 財国法人道転学研究所理事禽

7月 29_日 若集合 リク リェ ー5'ヨソ (久進行)

9月 3日 日本遺伝学合役員倉

9月 4日 日本学術合議遺伝連絡委員合

同 育種連絡委員骨

9月 6日 染色塩草昏

9月 24日 〒吐圏法人重囲種鶏退伝研究合老骨式及組合

11月 7日 島村浄土アメ9カより蹄囲記念講演倉

11月 18日 三島退伝統話合 (第1回糾合)

11月 22日 若集合 リクリェ ーショ y (湯ケ島行)

12月 16日 財圃法人活伝学研究所理事倉

12月 16日 第2回三島潰伝談話合

見 学 者 昭和 26年

3月 lEI 田津西高校生 40名

7月 13日 三島北高校生 30名

9月 20日 :三島錦田中学校教員 20名

〝 28日 東大理畢部植物学教室関係者 12名
〝 30日 東京教育大学生 5名

10月 18日 日本遭伝学舎合点 30名

rJ SlE3 愛知学轟大学生 7名
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12月 2日 韮山高校生 25名

〝 20日 沼津精華高校生 70名 ･

その他見学者 月平均 10名位

来 訪 者 昭和 26年

3月 11日 文部省大学々循局長

6月 25日 日本等棄公社緒戟

8月 10日 義 苫

lY 19日 文部次官,静岡粁副知零,静岡大学長
〝 30日 静岡聯知者
その他来訪者 月平均 20名位

聴 鼻 名 簿
研 究 員 名 辞

官 一 職 職 名 ≡氏

〝 研究第-部長 東宝亮
ly 研究第三部長 東宝還

町襲令年月可 備 考
【

田 中 義 贋

的 井 草

ry ･研究第二副部長乗望遠 i竹 中

:I, ≡究第一副部長弁室芸 漂 冨 芸

〟 . 宝

〝 研 究

//

〟

//

〟

/′

〟〟

雇

〟〟 盲

犬

長

員

木

後

伊

加

坂

速

宮

農学博士
理学博士理学博士理学博士
農学博士

昭24.8.10
昭24.12.51

昭24.12.31

昭24.10.22

昭24.12.7

昭..04.12.8

昭白8.2.28

孤日日垣

村

藤

森

地

口

藤

浄

生

治

郎

商

吾

徹

明

資

寛

大

早

文

太罪蘇負助補究研 朗

滞 秀 男

鬼 丸 喜 美 治

昭24.10.31

昭24.ll.30

昭25.1.31

昭24.9.30

昭24.12.15

昭二5.4.15

昭2･Fi.4.30

昭24.10.5

昭25.9.30

昭24.9.30

昭24.10.31
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兼 官 者 及 び 客 員

官 職圭職 名 l氏 名l畢 可 軍令年月可 備 考

暮 事 務 職 員 名 滞

官 職 ∈職 名 事

●

t .~文部革帯官 幣 鞘 部 長

〝 庶 務 課 長

〝 ;合 計 課 長

〝 庶 務 係 長

･, 人 事 係 長

(/ :経 理 係 長

l′ 用 度 係 長

雇

tl

l/

〝 1 タ イ ピ ス ト

〝 ;交 換 手

〝 ≡守 衛

〝 /J､ 使

〝 農 夫

l氏 名 l華令年 月 日

小 熊

爪葡｢~~面 問 崇

杉 生 純 義

宵 t撃 正 夫

橡 原 筒 窮

昭 24.8.10

昭 24.6.1

昭 24.ll.16

喝 24.6.乞3

昭 24.9.30

門 脇 啓 三 !昭 24.8.3

中 野 括

門 脇 淳

小 野 久

大 山 宰

子

三

雄

二

松 本 喜 和 子

土 屋 よ し 子

秋 山 芳 雄

西 川 元 堆

栗 原 葦

塚 本 多 滞 留

紺 野 忠 雄

昭 24.10.31

昭 24.8.3

昭 24. 9.30

昭 24. 8.31

昭 24. 9.80

昭 24.7.16

昭 25.8.31

昭 24.9.80

昭 24.9.30

昭 26.4.30

昭 25.ll.1
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評 議 員 会 名 簿

役 職 名

評釈負

lJ
〝
〝
〝
〝

〝
〝
〝

〝
〝
〝
〝

〝
br

〝

官 金 職 L氏 名 ･賛令年月日

曹 長

瑚 曹 長

早 番

書 記

善 言己

東 京 大 学 数 援

〝

〟

名 古 最 大 学 長

東 京 大 学 教 授

参 議 員 読 員

茨 城 大 学 教 授

東京大学 名筆敦投

東 京 大 学 教 授

厚生省会衆衛生院長

静 岡 願 知 事

東京農工大学教授

名古 屋 大 学数援安城学園女子短期大学長農林省桑葉技術研究
所生理藩伝部長
東京都立大学教授

庶 簡 部 長

合 計 課 長

庶 務 課 長

岡 田 要 ･昭 24.6.1

茅 誠 司 昭 24.6.1

勝 沼 精 栽 昭 26.4.15

中 泉 正 徳 昭 26.4.16

野 田 卯 一･ 昭ゝ 25.8.1

山 口 弼 輔 !昭 24.6.1

増 井 清 を昭 24.6.1

古 畑 種 基 1昭 24.8.1

崖 芳 雄 ;昭 24･6･1

林 武 治 昭 25.6‥1

木 暮 境 太 :昭 26･4･15

江 上 不 二 夫 】昭 25･4･181

盛 永 俊 太 郎 ;昭 24･6･1

1

森 脇 大 五 郎 …昭 26.4.16

宮 浮 正 夫 ,昭 26.6.1

杉 生 和 義 l昭
26･6･ll

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

2

4

2

4

4

2

4

4

2

4

2

2

2

4

4

2
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附 録

E)本尊責公鼓秦野たば こ拭牧場三島分室

国立遭伝学研究所はE]本等東各社からタバコの品種改良についての潰伝学的研究を委嘱

されている.その道伝芋的研究を推進するために,日米等棄公社秦野たばこ許漁場三島分

室が未研究所内に設置され,栽培管理,収樫其の他の業萌を取扱っている｡

日本専賛公社秦野たばこ試験場三島分量一党

分 室 主任 田中 正雄

室 員 今井 最二 川口 富雄 綾部 富雄 新藤 嶺享

外人研究員 フロラ ･1)1)ェソフi.'レト

タバコ研究皇 研究業溝

田 中 正 雄

(1) たばこの成熟と気孔の開閉樵能

キシロール 50%,エチルアルコール25%及び ブチルアル コール 25% の混

合液を作 り,その少量を葉の表面に虚理すると,若し気孔が開いておれば液が

容易に細胞間隙中に浸潤して壊症を生する｡従ってこの方法によって気孔の開

閉状況を容易に判定する事ができる｡

気孔の開閉状況をたばこの各成熟過程について調べると,若い緑色の葉,即
ち未熟葉では気孔は清澄に開閉する能力を有し,_普通の気象状態では日出と共

に開き,日経と共に閉鎖し,日中検定液を虚理すると垂面的な浸潤が起るOし

かし葉が成熟に近づき所謂適勲期に入ると,日中でも閉鎖する傾向が強 くな り

検定液を廃理しても部分的に浸潤が起るに過ぎないO又過熱にな り,葉が草線

色に襲化すると殆んど閉貧し浸潤が起らなくなる｡浸潤度と生業の樹脂量,戟

煉歩留,乾葉の定常債格の関係を調査した所,浸潤が停止する前後に最高の債

を示す事が判った (第1表)0

成熟過程による気孔の開閉状態を着葉位置別に調べると,中葉と本葉では着

るしく趣が具 わ,中葉では適熱期になると気孔は急激に開閉能力を失い,葉は

間もなく枯死する｡しかし本葉では液が部分的に侵入する期間が極めて長 く前

者の数倍に達する｡
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次に黄葉位置が一定で色津が黄緑色となった葉片を同一晶瞳 (プライ･トエロ

ド)の栽植個髄中から多数選び,葉の厚さと検定液の浸潤変との関係を調査し

た｡その結果,葉の厚いもの程浸潤変が少く･薄いもの程蘇着であった｡葉の

厚さと浸潤変との相関係数は +0･74で0･1% の水準に於ても有意義である事

が判ったoこのことは葉が厚い程緑色の濃い割合に早 く新 しが閉鎖し･葉が薄

い程黄色が濃くなっても気孔が侍開いている事を示しているO気孔が閉銀すれ

ば剛 ヒ作用による内容成分の増加が困難になると考えられるから薄葉の品種で

は葉が充分色付 くまで収穫を差担える事が良質葉たばこをうる上に望ましいと

考えられる｡

第1表 気孔の開明と成熟度,LL_緑 に菓たばこの晶質との関係

∃未 熟 日蓮 熱成 熟 度

莫 色

検定液の浸 潤度

樹 脂 指 数

乾 燥 歩 留

平 均 等 哲

斑 常 債 絡

～. .淡 ': ｣ ∴

ii

16.Ogr/cml1
19.2%
6.6等
124囲

19.4
ii)3.1

4.4
2()4

(2)日米両国産薫たばこの組織学齢研究

品種改良の基礎資料を得る馬に合衆国(Oldbelt及びNewbelt)と我
国

(三島)の慶事につき組織撃的比校を行ったo
調査の結果倉衆固中で最も降水量

が少く
,
優良産地として著名な薦産地産葉たばこは,
葉肉が最も厚く,
海綿状

組織が豪速して組織比数(海綿状組織の厚さに封する柵状組織の厚さの比率
)が

大であった｡叉
新産地産の葉たばこは三者申柵状細胞の大きさが最も小さく･

単位面積嘗りの気孔数が多かったが,
嘗産地との差は僅かであったo又
香味と

最も関係があると考えられている毛筆の密度及びその後育状態も三
者間に厨著

な差異が認められ,
麿産地のものが密度が最も高く,
畿連良好な腺を具えた毛茸

の歩合が大であったo
しかし新産地
･
三島産の順序に密度が減少し,
教育不全

の毛茸の歩合が増加したO
葉肉中における微細肢の分布及び管東部の幅も題著

な差異があり,
麿産地
,
新産地
,
三島産の順序に分布が疎になり･
管束部も細く
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なる傾向が認められたO要するに合衆国の葉たばこは日本産の ものより質が轍

密であるのは,細胞が小さい馬であり,香味の鮎において特に勝れているのは,

毛茸の密度が大きく腺の牽青が良好な篤であろう｡叉葉が変質で膨嵩性に富み

燃焼が良好な事賓は,細朕の聾達が良好で細繊維の量が多い事にその一因があ

ると考えられる｡

第 1表 乾葉の離職芋的比較

分 ぎ01dbdt iNewbelt 三 島

重 厚

柵状組織の厚さ

海綿状組織の厚さ

組凱 薮〔駅 笹紫 至㌢〕
1OOFCFP樹状細胞数

1mmll中気孔敷

1mm11中三毛茸敷

":.L:;･い...1Ilnmi0.097
0.221 0.205

0.087 0.090

1.05 と 0.94 0..82

第 2表 三毛茸の空曹状況比較

匿 分 E

1, 毛帯の讃育不全にして先矧こ脱なし l

先端に腺を有するも殆ど樹鯨を分泌せず

3. 腺を有し少量の樹脂を分泌す

毛等よく寂達し臓より多量o)樹脂を分泌

す

第 3表 紙脈の賛膏状況比較

19.84 ∵1∴､ 二･丁∴.了

分 1Oldbelt iNewbeltt三T 島

E)

1mm2中微細脈分肢数

細脈管項部の幅 m.TTo2.5 I o･021 ⊆ 0･019

田 中 正 雄 今 井 農 二 川 口 富 爽 綾 部 富 括

(3) たばこの中骨歩合と中骨の構造との関係

中骨歩合とは葉たばこの申肋重に封する塾葉重の比率を意味 したばこの製造

効率と食 も関係の深い要素の一つとされている.中骨歩合を支配する要素とし
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て=.喪 えられるが,それ等の申中骨の太さ或いは大きさが最も,重要な役軒

'(演 じITいる｡本研究は中骨歩合を著しく異にするブライ トエロ-,遠州及び~

大達磨の三品種を材料として中骨を構成する皮層部,管東部の割合が,中骨歩合

と如何なる関係にあるかを明らかにしたものである｡中骨歩合は従奔知られて

いる如 く品種或いは着菓位置によって異るが,あらゆる場合を通じ中骨歩合の

大きいたばこは中骨中における皮層部の構成割合が大きく,小さいたばこは管

東部の割合が大きい事が判った.若しこの事が支服,細肢についても云えると

すれば管東部は皮膚部に比し乾燥歩留が2倍大きいから中骨歩合の少い葉たば

こは葉肉部のみについても乾燥歩留が高い筈である｡要するに中骨歩合の少い

品種を育成する為には中骨中における皮膚部の割合の少い価値或いは系統を選

抜する事が必要で,この操作は同時に乾燥歩留の高い晶唖を育成するに役立つ.

という事ができよう.管南部の豪速程度と葉たばこの晶質との関係については

別の横合に牽表したいと思うO

弟 1表 生葉及び毛糞の中骨歩今,中骨中に於ける各部の構成割合及び黄燥歩留

遠 州

(無摘心)
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(4) たば こ馬 (Nicoliana)の細胞遺伝学的研究

竹 中 要

外囲においては約 20年前より,米国の GooDSPEED を初め多数の学者によ

E)たばこ展のすぐれた細胞遺伝学的研究が費表されているが,日本においては

皆無に等しいo筆者は日本において今後行われるであろうたば こ展の遺伝育種

学的研究の一歩として 1950年より同展の細胞遺伝学的研究を初めた｡

今日迄に5の原種の花粉母細胞における成熟分裂過程 (N.PlumbaginifoLia

lOII･N･gluLinosa12Ⅱ,N･rebanda24Ⅱ, N･glauca12Ⅱ,N.sylvc-

slris12Ⅱ)と3の倍数体の花粉母細胞に於ける染色体行動 (N.iabacum2品

種の四倍体,N･blumbaginifoliaxN.alaiaの複二倍体) とを研究した｡

5の原種の染色体数は党に頚表された人々の結果一致するが,N.gluiinosaに

ついては屡々二次封合が見られることを添加えておくO次に多数の種と品種と

において種々の交配をなし種子を得た｡目下種々の研究が練行されている.
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